
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

7

8

1

定期考査 得点

○ ○

7

単元：問題を提起する
【思考力、判断力、表現力等】①自分の考
えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し
方や説明の仕方を考えるとともに、文章の
種類や、文体、語句などの表現の仕方を工
夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】②自分の考
えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し
方や説明の仕方を考えるとともに、文章の
種類や、文体、語句などの表現の仕方を工
夫しようとする。

教材：『感情暴走社会の由来』山
極寿一
『目的に合わせて表現を工夫す
る』数研出版

指導項目
・題材を決め情報を吟味する。
・文章の構成や展開を工夫する。
・説明や表現の仕方を工夫する。

単元：賛否を述べる
【思考力、判断力、表現力等】①目的や意
図に応じて書かれているかなどを確かめ
て、文章全体を整えたり、読み手からの助
言などを踏まえて、自分の文章の特長や課
題を捉え直したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】②我が国の
言語文化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする。

教材『命は誰のものなのか』柳澤
桂子
『言語技術の実践ディベート』数
研出版

指導項目
・自分の文章を捉え直す。
・考えを明確にして構成や話し合
いの仕方を工夫する。

〇 〇 〇

①意図に応じて書かれているかを確かめて、
文章全体を整えたり、読み手からの助言など
を踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え
直したりしている。［Ｂ⑴エ］

②筆者の意見を参考にしながら、積極的に根
拠や具体例を用いて論理を構成し、学習課題
に沿って自分の意見をまとめようとしてい
る。

〇 〇

〇 〇 〇

教材：『時間と自由の関係につい
て』岸田一隆
『近代と時間の関係』数研出版

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・言葉の特徴や使い方を知る。
・読書の意義と効用を知る。

〇 〇

①実社会との関わりを考えるための読書の意
義と効用について理解を深めている。［⑶
ア］

②文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。［Ｃ⑴ア］

〇 〇

1

合計

70

5

主文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解することができる。張と論拠など情報と情報
との関係について理解することができる。

文章の種類を踏まえ、内容や構成、論理の展開
などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握することができる。

○

２
学
期

単元：ことばの働き
【知識及び技能】①言葉には、認識や思考
を支える働きがあることを理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】②文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材：『ものとことば』鈴木孝夫
『どこにも蝶などいない』数研出
版

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・言葉の特徴や使い方を知る。

〇 〇

〇

〇

〇

定期考査

単元：環境と科学
【知識及び技能】①主張と論拠など情報と
情報との関係について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】②文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材：『科学コミュニケーショ
ン』岸田一隆

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・情報を関連づけて読み深める。

5

単元：社会と文化
【知識及び技能】①比喩、例示、言い換え
などの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な
述べ方について理解し使うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】②言葉がも
つ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接
的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し
使っている。［⑴カ］

②二つの文章において筆者が論じている内容
を粘り強く読み解いて、その要点を理解し、
学習課題に沿って適切に説明しようとしてい
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○〇

１
学
期

単元：「読む」と「書く」
【知識及び技能】①言葉には、認識や思考
を支える働きがあることを理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】　②文章の
種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開
などについて叙述を基に的確に捉えことが
できる。

教材：『書けない日々』若松英輔
　　　『文化』数研出版
指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・言葉の特徴や使い方を知る。
・読書の意義と効用を知る。

教材：『コミュニケーション能力
とは何か』内田樹

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・情報を関連づけて読み深める。

〇

〇

３
学
期

〇

〇

①言葉には、認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。［Ｃ⑴ア］

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接
的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し
使っている。［⑴カ］
②文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。［Ｃ⑴ア］
③筆者の主張を理解したうえで自分の考えを
深め、学習課題に沿って話し合いに参加しよ
うとしている。

○

〇

定期考査

定期考査

〇

〇

○ ○

得点

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使う。

国語 現代の国語 2

態

現代の国語国語

数研出版『現代の国語』

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深める。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

定期考査

○

7

得点

1

単元：新しい視点
【知識及び技能】①推論の仕方を理解し使
うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】②文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材：『ポスト・プライバシー』
阪本俊生

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・情報を関連づけて読み深める。

5

○

①推論の仕方を理解し使っている。［⑵ウ］

②「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。［Ｃ⑴ア］

①言葉には、認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。［Ｃ⑴ア］

○ ○

領域
評価規準 知

○

得点

〇 〇

〇

①自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根
拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、
文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方
を工夫している。［Ｂ⑴ウ］

②課題テーマについて積極的に自分の考えを
深め、筆者の文章を参考にしながら、学習課
題に沿って適切にまとめようとしている。

〇

○ ○ 1

①実社会との関わりを考えるための読書の意
義と効用について理解を深めている。［⑶
ア］

②具体的な話題について、マス・メディアに
掲載された情報と、インターネット上で個人
が発信している情報とを積極的に集め、課題
に沿って考えたことをまとめようとしてい
る。

得点

D 単元
【知識及び技能】①実社会との関わりを考
えるための読書の意義と効用について理解
を深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】②言葉がも
つ価値への認識を深めるとともに、言葉を
通して他者や社会に関わろうとする。

教材：『デジタルメディア時代の
複製』武村政春
『情報とメディア』数研出版

指導項目
・情報の扱い方を知る。
・読書の意義と効用を知る。
・文章の構成や展開を工夫する

単元：認識の枠組み
【知識及び技能】①比喩、例示、言い換え
などの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な
述べ方について理解し使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】②文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材：『白』原研哉
『課題を発見し解決策を発表す
る』数研出版

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握す
る。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫す
る。

8

〇 〇

〇 〇 〇

7〇

6

単元：人間と時間
【知識及び技能】①実社会との関わりを考
えるための読書の意義と効用について理解
を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】②文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

1

〇 〇

①主張と論拠など情報と情報との関係につい
て理解している。［⑵ア］

②筆者の表現を積極的に読み解いて、その主
張を理解したうえで、学習課題に沿って自分
の意見を具体的に述べようとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】課題解決をして行動をする中で新たな課題を自ら発見し、自らの意思や判断によって積極的に課題解決へ向けて行動できる。

科目 の目標：

話・
聞 書 読

教材：『羅生門』（芥川龍之介）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。

〇

①文章の意味は、文脈の中で形成されること
を理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
［Ｂ⑴イ］

〇 ○ 5

○

〇

①作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語
文化について自分の考えをもっている。［Ｂ
⑴オ］
②自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、
文章の種類、構成、展開や、文体、描写、語
句などの表現の仕方を工夫している。［Ａ⑴
イ］
③積極的に古文を自分に引きつけて解釈し、
学習課題に沿って現代語の随筆を書こうとし
ている。

○ ○ ○ 6

〇

1

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］
②「読むこと」において、作品や文章の成立
した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、
内容の解釈を深めている。［Ｂ⑴エ］
③粘り強く『伊勢物語』と『今昔物語集』の
違いを抽出し、学習課題に沿って文章表現に
ついての話し合いに参加しようとしている。

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②積極的に本文の表現について分析し、学習
課題に沿ってその効果を考察しようとしてい
る。

○ ○ 4

○

○

○

6

1○

5

【学びに向かう力、人間性等】

自らの言語文化に対して関心をもち、現代にも
通じる課題へ向けて、様々な人の意見に耳を傾
け、合意形成を図りながら解決に向けて努力す
ることができる。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】基礎基本となる知識や概念を深く理解し習得したリテラシーを駆使して幅広い分野に活用することができる。

国語 言語文化 2

態

言語文化国語

領域
評価規準 知

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開
などについて叙述を基に的確に捉えている。
［Ｂ⑴ア］

③粘り強く『宇治拾遺物語』収録話と『今昔
物語集』収録話の違いを抽出し、学習課題に
沿って両説話の性格の違いをまとめようとし
ている。

○ ○

語彙や文法、日本の文化的な背景といった基本
的な知識および概念を理解した上で、必要な技
能を習得することができる。

課題や目的に応じて様々な情報を収集し、その
内容 について表現方法を工夫して活用し、物
事全体を整理した上で一般的な事実を組み合わ
せて課題解決に必要な結論を導くことができ
る。

○

定期考査
○ ○

①作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ、内容の解釈を深めてい
る。［Ｂ⑴エ］

②『竹取物語』の派生作品について積極的に
調べ、学習課題に沿って発表に取り組もうと
している。

〇〇

〇 〇

単元：古文の世界を楽しむ
【思考力、判断力、表現力等】
①作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
②言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『なよ竹のかぐや姫』（竹
取物語）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・自分の考えをもつ。

単元：和歌による心の交流
【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。

１
学
期

単元：古文の世界を楽しむ
【知識及び技能】①古典の世界に親
しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。

教材：『児のそら寝』『検非違使
忠明』（宇治拾遺物語）

指導事項
・用言の活用をまなぶ。
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・解釈を深める。

定期考査

２
学
期

単元:平安宮廷文学の世界
【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。

教材：『春はあけぼの』『ありが
たきもの』（枕草子）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現事項を明確にする。
・表現方法を工夫する。

〇

〇

教材：『芥川』（伊勢物語）『在
原業平中将の女、鬼に食噉らはる
る語』（今昔物語集）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

単元：戦乱下の人間像
【知識及び技能】①古典の世界に親
しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】②言
葉がもつ価値への認識を深めるとと
もに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとす
る。

教材：『祇園精舎』（平家物語）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価する。

単元：受け継がれる古文
【知識及び技能】
①文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈することができる。

高等学校『言語文化』数研出版

国語

課題や目的に応じて幅広く収集した情報を取捨選択し、その内容を適切な表現方法を用いて活用できる。

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇



単元：語感を磨く
【思考力、判断力、表現力等】①文
章の構成や展開、表現の仕方、表現
の特色について評価することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】②言
葉がもつ価値への認識を深めるとと
もに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとす

教材：『側転と三夏』（武田綾
乃）
『春や春』森谷明子

指導事項
・内容を解釈し、文章を評価す
る。
・解釈を深め、自分の考えを持
つ。
・言語活動を行う。

〇 〇

①文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特
色について評価することができている。［Ｂ
⑴ウ］

②進んで題名の意味を解釈し、学習課題に
沿って話し合いに参加することができてい
る。

③言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。［⑴ア］

〇 ○ 〇

70

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②積極的に本文の表現について分析し、学習
課題に沿ってその効果を考察しようとしてい
る。

○ ○ 4

5

〇 〇

①我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深
め、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。［⑴ウ］

②品や文章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。
［Ｂ⑴エ］

〇 7

合計

単元：受け継がれる漢文
【知識及び技能】
① 文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
②文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。

教材：『山月記』（中島敦）
　　　『人虎伝』（李景亮）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深める。

〇

単元：日本語の中に生きる漢文・故
事と成語
【知識及び技能】
①我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『日本語の中に生きる漢
文』（数研出版）『漁夫之利』
（戦国策）

指導事項
・内容を解釈する。
・解釈を深める。
・言語活動を行う。

２
学
期

３
学
期

単元：戦乱下の人間像
【知識及び技能】①古典の世界に親
しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】②言
葉がもつ価値への認識を深めるとと
もに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとす
る。

教材：『祇園精舎』（平家物語）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価する。

定期考査
○ ○ 1

単元：戦乱下の人間像
【知識及び技能】①古典の世界に親
しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】②作
品や文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈
することができる。

教材：『木曽の最期』（平家物
語）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価する。

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈している。［Ｂ⑴イ］

○ ○ 6

5

定期考査
○ ○ 1

単元：先人を思う旅
【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。

教材：『序・平泉』（おくのほそ
道）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えを持
つ。

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②「読むこと」において、作品や文章の成立
した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、
内容の解釈を深めている。［Ｂ⑴エ］

○ ○

1

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○

〇

①我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
［⑵ア］

②作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ、内容の解釈を深めてい
る。［Ｂ⑴エ］

③故事成語の用例を調べて発表する課題にお
いて、粘り強く用例調査に取り組んでいる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【定期考査】
第1部　地図でとらえる現代世界に
関するテストとし基本的な知識・技
能と論理的かつ効果的に作図を行う
思考力や表現力を図る。

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

持続可能な社会に向けて、授業や社会に関わ
り、主体的に探究し、グループ内で合意形成を
しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理総合

２
学
期

単元「生活文化の多様性と国際理
解」
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が
地理的環境から影響を受けたり、影
響を与えたりしていることに加え、
そういった文化には共通性や地域性
があることについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的
環境（自然環境、宗教、歴史、産
業）の観点からその成り立ちや共通
性、地域性について考察することが
できる。生活文化を構成する要素が
多様な観点から成り立つことをコン
セプトマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解につ
いて、持続可能な社会（多様な社会
の形成を含む）を目指して、主体的
かつ対話的に学びを深め、追究する
態度を養う。

【指導内容】
１）自然環境と生活文化
２）宗教と生活文化
３）歴史と生活文化
４）産業と生活文化

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・Forms（Office　365）
・ロイロノート

図書館にある資料やインターネッ
ト上のデータを生徒が主体的に活
用する場面を設ける。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が地理的環
境から影響を受けたり、影響を与えたりして
いることに加え、そういった文化には共通性
や地域性があることについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的環境（自
然環境、宗教、歴史、産業）の観点からその
成り立ちや共通性、地域性について考察して
いる。生活文化を構成する要素が多様な観点
から成り立つことをコンセプトマップなどで
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解について、持
続可能な社会（多様な社会の形成を含む）を
目指して、主体的かつ対話的に学びを深め、
追究している。

〇 〇

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

○ ○

〇 13

1

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理歴史 地理総合 2

高等学校　新地理総合（帝国書院）、標準高等地図（帝国書院）

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理的事象に関して、GISや統計資料を読み取っ
たり、調査内容などを適切かつ効果的にまとめ
ている。

位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依
存作用、地域などのに着目して、地理的な課題
に向けて、構想したり、考察したりしている。

配当
時数

１
学
期

単元「地図と地図情報システム」
【知識及び技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤー
などのを駆使したGISの概念を理解
する。GISなどを用いて、情報を収
集し、読み取り、まとめる基礎的・
基本的な技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　地図情報や統計資料を用いた効果
的な伝え方について、多面的・多角
的に考察し、表現する。グローバル
化にともなう移民や経済などの現代
的課題に対して、多面的・多角的に
考察し、議論する。

【学びに向かう力、人間性等】
　地図表現の違いや身近なWebGISな
どについて自ら操作し探究的に学ぼ
うとする態度を養う。グローバル化
にともなう移民や経済などの現代的
な課題に関して主体的かつ対話的に
学びを深め、合意形成に至る。

【指導内容】
１）地球上の位置と時差
２）地図の役割と種類
３）国家と領域
４）グローバル化する世界

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・Forms（Office　365）
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的
で探究的な学びを支援できるもの
として活用する。

【知識・技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤーなどのを
駆使したGISの概念を理解している。GISなど
を用いて、情報を収集し、読み取り、まとめ
る基礎的・基本的な技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　地図情報や統計資料を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。グローバル化にともなう
移民や経済などの現代的課題に対して、多面
的・多角的に考察し、議論することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地図表現の違いや身近なWebGISなどについ
て自ら操作し探究的に学ぼうとする態度があ
る。グローバル化にともなう移民や経済など
の現代的な課題に関して主体的かつ対話的に
学びを深め、合意を形成することができる。

〇 ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標



〇 1

【定期考査】
自然環境、宗教、歴史、産業に関す
る世界遺産を取り上げ、時間内にな
ぜその世界遺産が普遍的価値を持つ
のかレポートを作成する。

【デジタル端末の活用と教材の関
係】タブレットを活用した課題と
する。

【思考力、判断力、表現力等】
　取り上げた世界遺産がなぜ普遍的（共通性
だけでなく地域的特殊性）価値を持つのか考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　学んだことを踏まえて、発展的な理解へと
考えを深めようとしている。

○

３
学
期

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害につ
いて世界の状況を踏まえたグローバ
ルな視点や身近な地域などのローカ
ルの視点から理解する。特に、ロー
カルな視点については、ハザード
マップなどを読図する。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、
自然及び社会的条件とのかかわりか
ら考察する。また、今後の地域のあ
り方について伝えたり、表現したり
する。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望につい
て、持続可能な社会（防災の視点を
含む）を目指して、主体的かつ対話
的に学びを深め、地域のあり方につ
いて合意形成に至る。

【指導内容】
１）地震被害の概要
２）気象災害と自然災害
３）清瀬市の防災と持続可能な地
域

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・Forms（Office　365）
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的
で探究的な学びを支援できるもの
として活用する。

【定期考査】
第３部　持続可能な地域づくりに関
するテストとし基本的な知識・技能
と論理的かつ効果的に作図を行う思
考力や表現力を図る。

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害について世界
の状況を踏まえたグローバルな視点や身近な
地域などのローカルの視点から理解してい
る。特に、ローカルな視点については、ハ
ザードマップなどを読図している。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、自然及び
社会的条件とのかかわりから考察する。ま
た、今後の地域のあり方について伝えたり、
表現したりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望について、持続可
能な社会（防災の視点を含む）を目指して、
主体的かつ対話的に学びを深め、地域のあり
方について合意形成できる。

２
学
期

【定期考査】
第２部　国際理解と国際協力に関す
るテストとし基本的な知識・技能と
論理的かつ効果的に作図を行う思考
力や表現力を図る。

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、課題の概要や複
雑性について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、地域の結び付き
や問題相互の関連性を考察し、その
課題解決に向けた複雑性をコンセプ
トマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、持続可能な社会
（多様な社会の形成を含む）を目指
して、主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【指導内容】
１）環境問題と経済
　～オーバーツーリズムの事例～
２）人口問題と都市・居住問題
　～ファベーラと日本の事例～
３）エネルギーと経済
　～ロシアの天然ガスを事例～

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・Forms（Office　365）
・ロイロノート

ロイロノート上にあるシンキング
ツールやロイロノートの特性を活
かして、課題の相互関係について
コンセプトマップでまとめたり、
発表したりする時間を設ける。

〇

17

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

〇 〇 1

【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、課題の概
要や複雑性について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、地域の結
び付きや問題相互の関連性を考察し、その課
題解決に向けた複雑性をコンセプトマップな
どで表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、持続可能
な社会（多様な社会の形成を含む）を目指し
て、主体的かつ対話的に学びを深め、追究し
ている。

〇

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

〇 〇

1

合計

70

〇 16



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

〇 9

11

地理歴史

【指導事項】
歴史の扉　①歴史と私たち
　　　　　②歴史の特質と資料
＜第Ⅰ部　第１章　結びつく世界
と日本の開国＞
「近代化と私たち」について問い
を表現する
①１８世紀の東アジアにおける社
会と経済
②貿易が結んだ世界と日本
③産業革命
④中国の開港と日本の開国
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
産業革命による工業化、中国の開港
と日本の開国、世界市場の形成など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界市場の形成などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識・技能】
産業革命による工業化、中国の開港と日本の
開国、世界市場の形成などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
世界市場の形成などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養うとと
もに、他国や他国の文化を尊重することの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ
いて、世界とその中の日本を広く相互的な視野
から捉え、近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切に調べまとめる技能を身につける。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、概念などを活用して多面
的・多角的に考察し、考察したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したり表現
する力を養う。

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』（山川出版社）

３

学

期

【知識及び技能】
脱植民地化と第三世界の形成、核兵
器をめぐる緊張と緩和、高度経済成
長などについて、基本的な知識を理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
脱植民地化などについての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長などの歴史事象を材料
として、よりよい社会の実現をめざ
して課題を主体的かつ対話的に学び
を深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第５章　冷戦と世界経
済＞
「グローバル化と私たち」につい
て問いを表現する
①冷戦下の地域紛争と脱植民地化
②東西両陣営の動向と1960年代の
社会
③軍拡競争から緊張緩和へ
④地域連携の形成と展開
⑤計画経済とその波及
⑥日本の高度経済成長
⑦アジアのなかの戦後日本
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

２

学

期

【知識及び技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体
制の成立、ソヴィエト連邦の成立な
どについて、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第３章　総力戦と社会
運動＞
「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」について問いを表現する
①第一次世界大戦の展開
②ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
③ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
④世界経済の変容と日本
⑤アジアのナショナリズム
⑥大衆の政治参加
⑦消費社会と大衆文化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体制の成
立、ソヴィエト連邦の成立などについて、基
本的な知識を理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけている。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

【知識及び技能】
ドルショックとオイルショック、開
発独裁、冷戦の終結とソ連の崩壊、
地域統合と地域紛争などについて、
基本的な知識を理解する。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
石油危機などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦終結などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の
国際経済体制の成立、冷戦、日本の
占領などについて、基本的な知識を
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦などの歴史事象を材料として、
よりよい社会の実現をめざして課題
を主体的かつ対話的に学びを深め、
追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第４章　経済危機と第
二次世界大戦＞
①世界恐慌の時代
②ファシズムの慎重と共産主義
③日中戦争への道
④第二次世界大戦の展開
⑤第二次世界大戦下の社会
⑥国際連合と国際経済体制
⑦占領と戦後改革
⑧冷戦の始まりと東アジア諸国の
動向
⑨日本の独立と日米安全保障条約
「国際秩序の変化や大衆化と現代
的な課題」について考察・表現す
る
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

定期考査

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維
新、日本の産業革命、帝国主義など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

○

○ 9

○

【指導事項】
＜第Ⅰ部　第２章　国民国家と明
治維新＞
①市民革命
②国民国家とナショナリズム
③明治維新
④日本の産業革命
⑤帝国主義
⑥変容する東アジアの国際秩序
⑦日露戦争と東アジアの変動
「近代化と現代的な諸課題」につ
いて考察・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維新、日本
の産業革命、帝国主義などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
市民革命などについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

合計
70

12

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

配当
時数

〇 13

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第６章　世界秩序の変
容と日本＞
①石油危機
②アジア諸地域の経済発展
③市場開放と経済の自由化
④情報技術革命とグローバリゼー
ション
⑤冷戦の終結とソ連の崩壊
⑥現代の東アジア
⑦東南アジア・アフリカ・ラテン
アメリカの民主化
⑧地域統合の拡大と変容
⑨地域紛争と国際社会
「現代的な諸課題の形成と展望」
について考察し・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇 〇

1

〇 11



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

２

学

期

実数
根号を含む計算
命題と証明
命題と条件

【知識・技能】
　有理数が整数，有限小数，循環小数を理
解し,分数を循環小数で，循環小数を分数で
表すことができる。絶対値の意味を理解
し，実数の絶対値を求めることができる。
根号を含む式の加法，減法，乗法，除法の
計算ができる。必要条件，十分条件，同値
を理解し，その判定ができる。条件の否定
の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
実数の絶対値を用いて数直線上の距離を考
えられる。対偶を用いて命題を証明するこ
とができる。命題の真偽や必要条件，十分
条件について，集合と関連付けて理解した
り説明したりしようとする態度がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
今まで学習してきた数の体系を，計算の可
能性と関連付けてその包含関係などを整理
し，考察しようとする。

定期考査

数と式
式を扱うための基本的な用語や計
算方法について理解する。また，
式を1つの文字に着目して整理し
たり，1つの文字におき換えたり
するなど，目的に応じた式の見方
ができるようにし，既に学習した
計算方法と関連付けるなど，式を
多面的に捉える力を培う。

集合と命題
中学校までに取り扱ってきた数を
実数としてまとめて数の体系につ
いての理解を深め，実数が四則演
算に関して閉じていることや，直
線上の点と1対1に対応しているこ
となどについて理解する。また，
簡単な無理数の四則計算や分母の
有理化ができるようにする。

関数とグラフ 【知識・技能】
関数の定義を理解し，関数を式で表すこと
ができる。関数のグラフの意味を理解して
いる。放物線の軸，頂点などについて理解
し，2次関数y＝ax2のグラフをかくことがで
きる。
【思考・判断・表現】
放物線の平行移動を，頂点の移動に着目し
て考察できる。放物線の平行移動につい
て，x軸方向，y軸方向などの用語を用いて
表現できる。最大値・最小値を求めること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
グラフの平行移動，対称移動の一般公式の
意味を考察したり，それを活用してグラフ
の方程式を求めたりしようとする。最大
値，最小値の条件から関数や定義域を自由
に定め，それらから一般的な性質を導き出
そうとする。

【知識・技能】
単項式や多項式，同類項，次数など式に関
する用語を理解し、加法や減法などの計算
ができる。指数法則や分配法則を用いて計
算ができる。公式を理解し、展開や因数分
解ができる。共通因数をくくり出して因数
分解ができる。
【思考・判断・表現】
少し複雑な式の計算を工夫して行うことが
できる。式を１つの文字におき換えたり，
積の組み合わせを工夫したりすることで，
式の展開を簡略化することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単項式，多項式とその整理の仕方に関心を
もち，考察しようとする。式変形の工夫に
ついて，その理由を振り返って考えたり，
どの文字で整理するかなど，よりよい因数
分解の方法について考察したりしようとす
る。

定期考査

【2次方程式と2次不等式】
2次方程式の解について考察し，
それを2次関数のグラフとx軸の交
点と関連付けて考えることができ
るようにする。

2次関数のグラフ
2次関数の最大値・最小値
2次不等式

【知識・技能】
2次方程式を，因数分解や解の公式を利用し
て解くことができる。解についての条件が
与えられた2次方程式について，判別式を用
いて定数の値や値の範囲を求めることがで
きる。
【思考・判断・表現】
2次方程式の解の公式と判別式との関係を理
解し，解の判別に利用できる。2次方程式の
解の公式と判別式との関係を理解し，解の
判別に利用できる。
【主体的に取り組む態度】
2次方程式を解くことができる。2次方程式
の解を考察するのに，2次関数のグラフを積
極的に利用しようとする。放物線の頂点のy
座標と判別式の関係について，グラフとx軸
の共有点の個数をもとに考察することがで
きる。
1次の係数が2b’である2次方程式の解の公
式を積極的に利用しようとする。2次方程式
の解を考察するのに，2次関数のグラフを積
極的に利用しようとする。

定期考査

【三角比】
三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比を用いた
計量を行うなど，三角比を事象の
考察に活用できるようにする。正
弦定理，余弦定理について理解
し，それらを適切に用いて三角形
の辺や角を求められるようにし，
あわせて三角形の面積も求められ
るようにする。また，これらのこ
とを空間図形を含む様々な事象に
活用できるようにする。

三角比
三角比の相互関係
正弦定理・余弦定理

【知識・技能】
三角比の定義を理解し，直角三角形におい
て正弦・余弦・正接を求めることができ
る。三角比の相互関係を利用して，三角比
の1つの値がわかっているとき，残りの2つ
の値を求めることができる。90°－θの三
角比の公式を利用して，ある角の三角比を
別の角の三角比で表すことができる。鈍角
の三角比を鋭角の三角比で表すことができ
る。
【思考・判断・表現】
具体的な事象における長さや角度につい
て，三角比を用いて捉え，三角比の値から
それらを求めることができる。3つある三角
比の相互関係のそれぞれをどのような場面
で用いるか判断することができる。角の値
によって三角比の値がどのように増減する
か，適切に表現できる。
【主体的に取り組む態度】
三角比の値が三角形の大きさによらず，角
の大きさだけで定まることに関心をもつこ
とができる。三角比の相互関係を，三角比
の定義や三平方の定理などから導出しよう
とする。正弦定理、余弦定理を証明しよう
とする。

配当
時数

態

1

2

5～6

定期考査

〇 〇 1

合計

42

〇〇

10

○ ○

知 思

１

学

期

○

定期考査 ○

2次関数
関数とそのグラフについて理解す
る。また，2次関数のグラフの特
徴について，頂点の平行移動と関
連付けて理解し，2次関数のグラ
フがかけるようにする。2次関数
の最大値，最小値をグラフを用い
て求められるようにし，それを
様々な事象の考察に活用できるよ
うにする。また，条件から2次関
数を決定できるようにする。

○

○ ○

○ ○ ○

数と式
多項式の加法と減法
多項式の乗法
因数分解
実数

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみ
たり目的に応じて適切に変形したりする力，図形
の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量
について論理的に考察し表現する力，関数関係に
着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，
式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会
の事象などから設定した問題について，データの
散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手
法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解
決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする
力を養う。

NEXT　数学Ⅰ

数学

事象を数学的に考察する能力を培う。また問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

〇 〇

○ ○ ○

〇

【2次方程式と2次不等式】
2次不等式も2次関数のグラフとx
軸の関係から考察し，2次不等式
が解けるようにする。

2次不等式
2次関数のグラフとx軸の位置関係

【知識・技能】
2次方程式を，因数分解や解の公式を利用し
て解くことができる。2次関数のグラフとx
軸の共有点の座標を求めることができる。
【思考・判断・表現】
2次方程式の解の公式と判別式との関係を理
解し，解の判別に利用できる。解がない場
合など特別な場合も含めて，2次関数のグラ
フを用いれば2次不等式を解くことができ
る。2次関数のグラフとx軸の共有点の位置
について，グラフを利用して解決できる。
【主体的に取り組む態度】
2次方程式の解を考察するのに，2次関数の
グラフを積極的に利用しようとする。1次不
等式と1次関数の関係をもとに，2次不等式
と2次関数の関係を考察しようとする。

〇

〇 11

1〇

1

15

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 数学 数学A
数学 数学A 2

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を培う。

NEXT数学A(数研出版）

NEXT数学シリーズ対応CONNECT数学Ⅰ＋A

態
配当
時数

１
学
期

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

①集合の要素の個数
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 〇 1

〇 〇 〇

10

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

②場合の数
③順列
④組合せ
⑤事象と確率
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○

1

〇

定期考査 〇 〇 〇

〇 10

1

1章　場合の数と確率
確率の意味とその表し方や性質について
理解し，場合の数の求め方を活用するな
どして，様々な事象の確率を求められる
ようにする。また，試行の独立について
理解を深め，反復試行の確率や条件付き
確率を求められるようにする。さらに，
期待値について理解し，それを求められ
るようにするとともに，様々な判断に用
いるような姿勢を養う。

⑥確率の基本性質
⑦独立な試行と確率
⑧条件付き確率
⑨期待値
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 16

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。

定期考査 ○ ○ 〇

定期考査

1

２
学
期

２
学
期

〇 23

定期考査 〇 〇 〇 1

３
学
期

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。
様々な空間図形の性質について，平面図
形との違いにも注目しながら理解し，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。

④円に内接する四角形
⑤円と直線
⑥2つの円
⑦作図
⑧直線と平面
⑨多面体
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の構成要素間の関係など
に着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，図形の性質についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。
【思考・判断・表現】図形の構成要素間の関
係などに着目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，数理的に考察する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇 〇

①三角形の角の二等分線と辺の比
②三角形の外心・内心・重心
③チェバの定理・メネラウスの定
理
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元：SDGs
【知識及び技能】
SDGs関する諸課題を、本などから
収集し、まとめる技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
SDGsの現状と課題について考察
し、それをまとめ、発表を行う。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の諸課題の解決に関する
態度を養い、社会に貢献する姿勢
を育成する。

【指導事項】
SDGsの17の目標に関して、現状や
目標達成のためにできることなど
をグループでまとめ、発表を行
う。
【教材・一人１台端末の活用】
SDGsに関する学習では、端末を用
いた調べ学習を行う。

単元：SDGs
【知識及び技能】
SDGs関する諸課題を、本などから収集し、ま
とめる技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
SDGsの現状と課題について考察し、それをま
とめ、発表を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の諸課題の解決に関する態度や、社
会に貢献する姿勢をもっている。

0

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

○

総合的な探究の時間

0 総合的な探究の時間 1

○ 5

単元：地域社会との関わり
【学びに向かう力、人間性等】
地域の祭りや学校説明会などの行事
を通して、地域に貢献する姿勢や、
他者と協働する態度を養う。

合計

35

○ ○ ○ 8

3
学
期

単元：協働力とリーダーシップの涵
養
【学びに向かう力、人間性等】
文化祭を通して、主体性や自己理
解、他者と協働する態度を養う。

【指導事項】
文化祭の準備を行う。
また、事後指導として文化祭の振
り返りを行う。

単元：協働力とリーダーシップの涵養
【学びに向かう力、人間性等】
文化祭を通して、主体性や自己理解、他者と
協働する態度が養われている。

２
学
期

【指導事項】
西東京市市民祭り実行委員会と連
携し、市民祭りのボランティアを
行う
学校説明会に参加する中学生の校
舎内誘導などを行う

単元：地域社会との関わり
【学びに向かう力、人間性等】
地域の祭りや学校説明会などの行事を通し
て、地域に貢献する姿勢や、他者と協働する
態度が養われている。

【指導事項】
体育祭の準備、練習を行う。
また、事後指導として体育祭の振
り返りを行う。

単元：協働とリーダーシップの力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
体育祭を通して、主体性や自己理解、他者と
協働する態度が養われている。

【指導事項】
自己の進路に関する学習では、
様々な大学の講義シートを読み、
それをまとめて他者に発表する。
文理選択ガイダンスを実施し、自
己の在り方生き方を考えさせ、課
題を発見させる。
【教材・一人１台端末の活用】
職業や自己の進路に関する学習で
は、端末を用いた調べ学習を行
う。

単元：職業や進路に関する課題
【知識及び技能】
職業や自己の進路に関する情報を、本などか
ら収集し、まとめる技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
職業や自己の進路に関して考察し、情報を整
理・分析し、文章などで表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
職業の選択と社会貢献及び自己実現のため
に、主体的に課題に取り組むことができる。

○ ○

単元：TGGにおける体験活動
【知識及び技能】
日常生活で使うことのできる基本的
な英会話能力や、他国の文化に関す
る知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
与えられた課題に関して考察し、他
者に文章などで表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
与えられた課題に対して主体的・協
働的に取り組み、他者の意見を聞き
ながら自分の考えをまとめる。

【指導事項】
事前学習として、TGGのHP内にある
動画を視聴し、施設内における注
意事項の確認や、英語を積極的に
活用する態度を養う。
【教材・一人1台端末の活用】
事後学習として、体験活動で学ん
だ成果や今後の課題などをワーク
シートに記入させ、今後の学校に
おける言語活動などに活かす。

単元：TGGにおける体験活動
【知識及び技能】
日常生活で使うことのできる基本的な英会話
能力や、他国の文化に関する知識を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
与えられた課題に関して考察し、他者に文章
などで表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
与えられた課題に対して主体的・協働的に取
り組み、他者の意見を聞きながら自分の考え
をまとめることができる。

○

単元：協働力とリーダーシップの涵
養
【学びに向かう力、人間性等】
体育祭を通して、主体性や自己理
解、他者と協働する態度を養う。

○

○

態

○

探究に主体的・協働的に取り組もうとしている
とともに、互いの良さを生かしながら、新たな
価値を創造し、よりよい社会を実現しようとし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

探究の過程において、課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念
を形成し、探究の意義や価値を理解している。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見
出し、自分で課題を立て、情報を収集・整理・
分析して、まとめ・表現している。

4

単元：協働力とリーダーシップの涵
養
【学びに向かう力、人間性等】
合唱コンクールを通して、主体性や
自己理解、他者と協働する態度を養
う。

【指導事項】
合唱コンクールの準備・練習を行
う。
また、事後指導として合唱コン
クールの振り返りを行う。

単元：協働力とリーダーシップの涵養
【学びに向かう力、人間性等】
合唱コンクールを通して、主体性や自己理
解、他者と協働する態度が養われている。 ○ 3

3

6

配当
時数

6

単元：職業や進路に関する課題
【知識及び技能】
職業や自己の進路に関する情報を、
本などから収集し、まとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
職業や自己の進路に関して考察し、
情報を整理・分析し、文章などで表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
職業の選択と社会貢献及び自己実現
のために、主体的に課題に取り組
む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

合計

45

単元 酸化還元反応
【知識及び技能】
酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。とくに，酸化還元反
応が電子の授受による反応であるこ
とを理解する。酸化数の求め方，酸
化数の変化と酸化・還元の関係を理
解する。また，酸化剤・還元剤の定
義を知り，両者の反応が酸化還元反
応であること理解する。金属の酸化
されやすさの尺度であるイオン化傾
向について学習し，個々の金属のイ
オン化傾向と反応性の関係を探る。
日常生活や社会との関わりの例とし
て，電池や金属の製錬を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。とくに，酸化還元反
応が電子の授受による反応であるこ
とを理解する。金属の酸化されやす
さの尺度であるイオン化傾向につい
て学習し，個々の金属のイオン化傾
向と反応性の関係を探る。

【学びに向かう力、人間性等】
酸化数の求め方，酸化数の変化と酸
化・還元の関係を理解する。また，
酸化剤・還元剤の定義を知り，両者
の反応が酸化還元反応であること理
解する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同
時に起こることを理解している。
酸化数の定義を理解している。
酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・
還元反応で起こるイオン反応式を書くことが
できる。
イオン反応式から反応全体の化学反応式を導
くことができる。
酸化還元反応の量的関係を理解している。
金属のイオン化傾向を，酸化還元反応と関連
付けて理解している。
　
【思考・判断・表現】
酸化数の定義を理解し，これらの定義を適用
できる反応を見出すことができる。
実験13「金属のイオン化傾向と金属樹｣を行
い，金属のイオン化傾向を系統的に整理し，
表現することができる。また，得られた知識
から，どのような反応が起こるかを推察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な現象と酸化還元反応を関連付けて考え
ることができる。
酸化還元反応に関心をもち，電子の授受とい
う観点から化学反応をとらえ，意欲的に探究
しようとする。

○ ○

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
原子は原子核と電子からなっていて，価電子
が物質の性質を決めていることを理解してい
る。
同位体についての正しい知識を身につけてい
る。
元素の性質が電子配置と関係しており，現在
の周期表がつくられていることを理解するこ
とができる。
イオン結合がイオン間の静電気的な引力によ
る結合であることを理解している。
共有結合を電子配置と関連づけて理解してい
る。
配位結合について理解している。
分子の電子式・構造式を書くことができる。
電気陰性度を理解している。
分子に働く力を理解し，分子結晶や高分子化
合物について理解している。
金属結合が自由電子の介在した結合であるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習得
し，的確に表現することができる。
イオンの生成を電子配置と関連づけて考える
ことができる。
イオン結合でできた物質に共通する性質につ
いて，推論することができる
水溶液中や溶融した状態のイオンの挙動をイ
メージし，表現することができる。
実験5「分子模型の製作」を通して，分子の結
合と形について考えることができる。
電気陰性度を理解し，分子の形とあわせて極
性について考えることができる。
実験6「分子の極性と溶解」を行い極性につい
ての理解を深め，実験で得た知識を発表する
ことができる。自由電子と金属の性質を結び
付けて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期
的に変わることを探究しようとする。イオン

○

態

○

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○ ○

1

単元 物質と化学結合
【知識及び技能】
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。陽イオンと陰イオン間
の静電気的引力によりイオン結合が
形成されることを理解する。イオン
結晶の組成式のつくりかたやイオン
結晶の性質を理解する｡分子中の原
子の結合および分子の構造を表す方
法を理解する金属元素の結合と性質
を理解する｡また，種々の金属につ
いて理解する。それぞれの化学結合
によってできた結晶について，その
性質や構成粒子などを比較し，理解
する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。イオン結晶の組成式の
つくりかたやイオン結晶の性質を理
解する｡分子中の原子の結合および
分子の構造を表す方法を理解する｡
金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。それぞれの化学結合でできた代
表的な物質について理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。

○

1

○

8

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

単元 物質の構成
【知識及び技能】
粒子の熱運動と温度および物質の三
態変化との関係について理解する。
原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。同位体の定義
とその性質を理解する｡

　
【思考力、判断力、表現力等】
粒子の熱運動と温度および物質の三
態変化との関係について理解する。
原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。同位体の定義
とその性質を理解する｡

【学びに向かう力、人間性等】
元素の意味を知り，純物質のなりた
ちを理解する｡

共通問題をマークシートで行う。 ○ ○ 1

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
身のまわりの物質を純物質と混合物に分類す
ることができる。
物質を探究するための具体的な方法を身につ
けている。
粒子の熱運動と粒子間にはたらく力との関係
を理解している。
　
【思考・判断・表現】
実験3「ヨウ素の分離」において，実験結果を
考察し，発表することができる。
物質の物理的，化学的性質を調べることによ
り，物質が数種類に分類できることを実験的･
論理的に考え，表現することができる。
物質の状態変化について粒子の運動をもとに
考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。
身近な物質の三態変化と，粒子の熱運動と温
度との関係に関心をもち，それらを意欲的に
探究しようとする。
また，意欲的に「やってみよう」「考えてみ
よう」に取り組む。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

化基704「化学基礎」実教出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

３

学

期

○ ○ 1

○ 8

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○ ○ 1

2

学

期

単元 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
非常に小さな質量の原子や分子の質
量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡原子量
や分子量などに単位グラムをつけた
質量中には，同数の原子や分子など
が含まれることを理解させ，その具
体的な数値が6.0×1023個で，この
粒子の集団を1 molということを知
る｡溶液の濃さを表す方法を学習
し，質量パーセント濃度，モル濃度
の計算を習得する。簡単な化学反応
式とイオン反応式が書けるようにな
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
非常に小さな質量の原子や分子の質
量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡　簡単
な化学反応式とイオン反応式が書け
るようになる。

定期考査 共通問題をマークシートで行う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
原子量･分子量･式量と物質量の関係を論理的･
分析的･包括的に理解している。
物質量を用いた基本的な計算ができる。
化学式が使用できるとともに，原子量･分子
量･式量･物質量の知識を身につけている。
物質量と気体の体積の関係を理解している。
モル濃度が，溶液の体積と溶質の物質量との
関係を表していることを理解している。
溶液調製に必要な実験器具を適切に取り扱
い，目的とする濃度の水溶液を調製する技能
を習得している。基本的な化学式，化学反応
式を書く技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを表現
することができる。
化学式，化学反応式を書く技能を習得し，的
確に表現することができる。
実験8「化学反応式の量的関係」を行い，反応
式の係数が，物質量の比を表していることを
見出すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
溶液の濃度の表し方について探究しようとす
る。
いろいろな物質の化学変化に注目し，化学変
化の量的関係を物質量と関連づけて考察しよ
うとするとともに，意欲的にそれらを探究し
ようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査

単元 酸と塩基
【知識及び技能】
水素イオン濃度とpHとの関係を知
り，pHの値で，水溶液の酸性・塩基
性の程度がわかることを理解する。
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つけ
て酸･塩基の反応を捉えることができる。
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解している。
酸性，塩基性の程度とpHの関係を理解してい
る。
実験10「pHの測定」を行い，pH試験紙やpH
メーターでいろいろな溶液や身近な物質のpH
を測定する技能を習得している。
中和反応における量的関係を理解している。
実験11「中和滴定」を行い，メスフラスコ，
ビュレット，ホールピペットなどの実験器具
の取り扱いを習得している。
酸･塩基の量的関係から濃度未知の酸や塩基の
濃度を実験で求める技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
酸･塩基の化学式や酸･塩基の反応を通して，
酸と塩基の共通性を見出し，酸･塩基の定義を
理解できる。酸･塩基の価数・強弱の関係を理
解し，電離度に関連付けて考察することがで
きる。
実験10「pHの測定」を行い，さまざまな酸・
塩基の強弱について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基はどのような物質であるか探究する
とともに，酸性，塩基性の程度を表す方法を
探究しようとする。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態

C 生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について，
次のことを理解するとともに，そ
れらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
ること。また，生態系の保全の重
要性について認
識すること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の多様性と生態系について，
観察，実験などを通して探究し，
生態系におけ
る，生物の多様性及び生物と環境
との関係性を見いだして表現する
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態
度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

○

【知識・技能】
・体内での情報伝達が，からだの状態の調節
に関係していることを理解する。
・自律神経系と内分泌系が，からだを調節す
るしくみを理解する。
・自律神経系と内分泌系のはたらきによって
血糖濃度が調節されるしくみを理解する。
・糖尿病の原因を理解する。
・自然免疫・適応免疫のしくみと，それには
たらく細胞の役割を理解する。
・免疫記憶のしくみを理解する。
・免疫のはたらきが低下したり過敏になった
りすることで起こる病気や，免疫のしくみを
利用した医療について理解する。

【思考・判断・表現】
・運動によって心拍数が増加するしくみを考
察し，説明できる。
・健康な人の食事の前後における血糖濃度・
インスリン濃度のグラフをもとに，血糖濃度
とインスリン分泌の関係に気づき，説明でき
る。
・健康な人と糖尿病患者の食後の血糖濃度・
インスリン濃度のグラフの比較に基づいて，
糖尿病患者の血糖濃度が低下しない理由を考
察し，説明できる。
・同じ抗原が2回体内に侵入したときの抗体
産生量のグラフから，抗体産生の速さや抗体
量の違いを読み取り，説明できる。
・免疫の学習内容をもとに，未知の病原体に
対する免疫のはたらきを考察し，自分の考え
を述べることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な経験から、クラスメイトと話し合いの
中で積極的に問題を解決しようとする姿勢が
見られる。

【指導事項】
・植生の遷移に関する資料に基づ
いて，遷移の要因を見いだして理
解すること。
また，植生の遷移をバイオームと
関連付けて理解すること。
・生態系と生物の多様性に関する
観察，実験などを行い，生態系に
おける生物の
種多様性を見いだして理解するこ
と。また，生物の種多様性と生物
間の関係性とを関連付けて理解す
ること。
・生態系のバランスに関する資料
に基づいて，生態系のバランスと
人為的攪乱を関連付けて理解する
こと。また，生態系の保全の重要
性を認識すること。

【知識・技能】
　生態系の関係図や、グラフ等の読み取り方
法を理解している。資料や観察から情報を収
集し、読み取り、まとめる基礎的・基本的な
技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な活動の中で探究的に学ぼうとする態
度がある。クラスメイトと話し合いの中で積
極的に問題を解決しようとする姿勢が見られ
る。

○ ○

【指導事項】
・体の調節に関する観察，実験な
どを行い，体内での情報の伝達が
体の調節に関係していることを見
いだして理解すること。
・体内環境の維持の仕組みに関す
る資料に基づいて，体内環境の維
持とホルモンの働きとの関係を見
いだして理解すること。また，体
内環境の維持を自律神経と関連付
けて理解すること。
・免疫に関する資料に基づいて，
異物を排除する防御機構が備わっ
ていることを見いだして理解する
こと。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○ ○ 30

ヒトの体の調節
【知識及び技能】
ヒトの体の調節について，次のこ
とを理解するとともに，それらの
観察，実験な
どの技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
ヒトの体の調節について，観察，
実験などを通して探究し，神経系
と内分泌系に
よる調節及び免疫などの特徴を見
いだして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態
度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　生物基礎　数研出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

１
学
期

２
学
期

３
学
期

合計

70

15

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

○ ○ ○ 25

配当
時数

生物の特徴
【知識及び技能】
生物の特徴について，次のことを
理解するとともに，それらの観
察，実験などに
関する技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について，観察，実験
などを通して探究し，多様な生物
がもつ共通の
特徴を見いだして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態
度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

【指導事項】
・探究のプロセスや手法を理解す
る。顕微鏡の使い方を習得する。
・多様な生物にも共通性があるこ
とを理解する。多様な生物に共通
性が見られる理由について理解す
る。
・生命活動にはエネルギーが必要
であることを理解する。生命活動
にはATPのエネルギーが利用され
ていることを理解する。
・呼吸や光合成ではATPが合成さ
れていることを理解する。生体内
の化学反応が，酵素のはたらきに
よって進行していることを理解す
る。
・DNA の構造に関する資料に基づ
いて，遺伝情報を担う物質として
のDNA の特徴を見いだして理解す
るとともに，塩基の相補性とDNA
の複製を関連付けて
理解すること。

【知識・技能】
　顕微鏡の使用方法や、グラフ等の読み取り
方法を理解している。実験方法や歴史から情
報を収集し、読み取り、まとめる基礎的・基
本的な技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　顕微鏡を用いて探究的に学ぼうとする態度
がある。クラスメイトと話し合いの中で積極
的に問題を解決しようとする姿勢が見られ
る。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

ダンス（現代的なリズム）

【知識及び技能】
　１学期に習得したステップを活用
しダンスを創作できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　恥ずかしがらずに表現し、踊るこ
との楽しさを感じることで生涯にわ
たってダンスを続けることのできる
能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　仲間との活動の中で公正・協力す
る態度を養い、仲間と主体的に取り
組むことが出来る。

・指導事項
　１学期に習得したステップ・隊
形移動を活用し、仲間と１からダ
ンスを創作する。

・教材
　プロジェクター、1台端末

・1台端末を使用して振りの確認や
動画を参考にする。動画撮影を
し、改善点を見つける。

【知識・技能】
　カウントの取り方やオンカウント・アップ
カウント、ビートなどを理解しているか。カ
ウントやビートに合わせて振りが作れている
か。歌詞に合った振りが作れているか。

【思考・判断・表現】
　自らの学びを客観的に振り返り改善しよう
としているか。恥ずかしがらずに表現しよう
としているか。撮影した動画を見て改善点や
いい点を見出しているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加しているか。（出欠含む）PDCA
サイクルが出来ているか。

２
学
期

ダンス（現代的なリズム）

【知識及び技能】
　１学期に習得したステップを活用
しダンスを創作できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　恥ずかしがらずに表現し、踊るこ
との楽しさを感じることで生涯にわ
たってダンスを続けることのできる
能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　仲間との活動の中で公正・協力す
る態度を養い、仲間と主体的に取り
組むことが出来る。

・指導事項
　１学期に習得したステップ・隊
形移動を活用し、仲間と１からダ
ンスを創作する。

・教材
　プロジェクター、1台端末

・1台端末を使用して振りの確認や
動画を参考にする。動画撮影を
し、改善点を見つける。

【知識・技能】
　カウントの取り方やオンカウント・アップ
カウント、ビートなどを理解しているか。カ
ウントやビートに合わせて振りが作れている
か。歌詞に合った振りが作れているか。

【思考・判断・表現】
　自らの学びを客観的に振り返り改善しよう
としているか。恥ずかしがらずに表現しよう
としているか。撮影した動画を見て改善点や
いい点を見出しているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加しているか。（出欠含む）PDCA
サイクルが出来ているか。

8

〇 15

定期考査

合計

35

〇 〇

〇

定期考査
○

〇

〇

1

〇 1

配当
時数

１
学
期

ダンス（現代的なリズム）

【知識及び技能】
　ダンスの基本的なステップとその
名称を理解・実践できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　恥ずかしがらずに表現し、踊るこ
との楽しさを感じることで生涯にわ
たってダンスを続けることのできる
能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　仲間との活動の中で公正・協力す
る態度を養い、仲間と主体的に取り
組むことが出来る。

・指導事項
　基本的なステップを教え、その
ステップを使った簡単なダンスを
覚える。
　覚えたダンスを使って隊形の移
動の仕方を理解する。

・教材
　プロジェクター、1台端末

・1台端末を使用して振りの確認や
動画を参考にする。

【知識・技能】
　ダンスのステップ、隊形の名称を理解して
いるか。基本的なステップを習得している
か。仲間と協力して取り組めているか。

【思考・判断・表現】
　自らの学びを客観的に振り返り改善しよう
としているか。恥ずかしがらずに表現しよう
としているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加しているか。（出欠含む）PDCA
サイクルが出来ているか。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

保健体育 体育
保健体育 体育 2

中学校までに身に付けた技能をさらに高める中で、運動の特性や魅力に応じて、技術の名称や行い方、事
故防止の方法などを科学的に理解したうえで合理的に運動を実践できるようになる。

学習に主体的に取り組み、公正・協力・責任・
参画・共生の態度を養う。生涯にわたって継続
して運動に親しむとともに、健康の保持増進と
体力の向上を目指し、明るく豊かな活力ある生
活が送れるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

中学校までに身に付けた技能をさらに高める中
で、運動の特性や魅力に応じて、技術の名称や
行い方、事故防止の方法などを科学的に理解し
たうえで合理的に運動を実践できるようにな
る。

これまでに学んだ技能を、課題に応じて適用
し、実践することが出来る。また、多くの運動
の中から選択をし、、卒業後に1つ以上の運動
を継続できる能力を育て、生涯にわたって運動
を継続することが出来るようになる。

保健体育

これまでに学んだ技能を、課題に応じて適用し、実践することが出来る。また、多くの運動の中から選択
をし、、卒業後に1つ以上の運動を継続できる能力を育て、生涯にわたって運動を継続することが出来る
ようになる。
学習に主体的に取り組み、公正・協力・責任・参画・共生の態度を養う。生涯にわたって継続して運動に
親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かな活力ある生活が送れるようにな
る。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇 〇 〇 2

[

芸術

創造的にな表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う。

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化
と豊かに関わる資質・能力を育成する。

8

合

計

70

8

芸術 音楽Ⅰ

7

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けようとする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫する
ことや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴くことができるようにする。

MOUSA　教育芸術社

〇 〇 〇

〇

9

〇 〇

態

配

当

時

数

１

学

期

A 単元　歌唱
【知識及び技能】創意工夫を生か
した歌唱を行うために必要な発
声、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫を生かした歌唱表現を行
うために歌唱表現・発声に関わる
知識を得たり生かしたりしなが
ら、自己のイメージをもって歌唱
表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的、協働的に歌唱の学習活動に
取り組もうとしている。

・指導事項
創意工夫をいかした歌唱表現を行
うために必要な発声（腹式呼吸、
共鳴）言葉の発音、身体の使い方
を理解し、自己のイメージをもっ
て歌唱表現を行う。
・教材
「翼をください」
「Lemon]
「O  sole mio」

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

A単元 創作
【知識及び技能】創意工夫を生か
した創作表現を行うために必要
な、音楽を形づくっている要素
（リズム、強弱）の働きを理解し
音楽を形づくっている要素を変化
させ創作を行う。
　【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素（リズ
ム、強弱）や要素同士の関連を知
覚しながら、知覚したことと感受
したことの関わりについて考え、
自己のイメージをもって創作表現
を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的に創作の活動に取り組もうと
している。

・指導事項
強弱記号、音符の長さの理解
強弱記号、4分音符、休符・8分音
符、休符を用いての2部のリズ宇ア
ンサンブルの創作
・教材
強弱、リズムプリント
拍子記号プリント
リズムアンサンブルプリント

A単元　器楽
【知識及び技能】曲想と手拍子や
足踏みによる音色や奏法との関わ
りについて理解し、他者との調和
意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素（リズ
ム、強弱）や要素同士の関連を知
覚しそれらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこと
の「かかわりについて考え、自己
のイメージをもってボディパー
カッションの表現を創意工夫して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的、協働的にボディーパーカッ
ションの学習活動に取り組む。

・指導事項
　楽譜に書かれているリズム、強
弱、パートごとの関りを理解し演
奏する能力を身に付ける。
・教材
Plymouth Rock
・一人１台端末の活用
ロイロノートによるアンサンブル
録画

〇

２

学

期

A単元 歌唱
【知識及び技能】曲想と歌詞、文
化的・歴史的背景と関わりについ
てついて理解している。創意工夫
を生かした歌唱表現をするために
必要な、他者との調和を意識して
歌う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素や要素通
りの関連を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと
感受したことの関りについて考え
自己のイマージをもって歌唱表現
を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的に歌唱の学習教材に
取り組もうとしている。

・指導事項
曲想と、歌詞の関りを意識して歌
唱する。作品の文化的背景につい
て理解表現に生かす。他者との調
和を意識して歌唱に取り組む

・教材
Caro nio ben
「おんがく」

・一人１台端末の活用　教科書に
あるQRコードでもパートの音取り
を行う。

〇

〇

B単元鑑賞　アジアの音楽、我が国
の音楽
【知識及び技能】音楽の特徴と文
化的・歴史的背景、他の芸術との
関りについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと
感受したことの関りについて考え
ると共に音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽の良さや美
しさを自ら味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的に鑑賞の授業に取り
組もうとしている。

・指導事項
アジアの音楽の特徴、文化的背景
の理解、それぞれの楽器の特徴の
理解。
我が国の音楽のの特徴、三味線、
篠笛、和太鼓、筝の表現方法を現
代曲を含めた演奏により理解を深
める。
・教材
　アジアの楽器
　日本の楽器
・一人１台端末の活用　自分が興
味を持った教材についてより深く
調べてレポートにまとめる。

A単元 器楽
【知識及び技能】創意工夫を生か
した器楽表現をするために必要
な、曲にふさわしい奏法などの技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素や要素通
しの関連を知覚しながら、知覚し
たことと感受したことの関りにつ
いて考え自己のイメージを持って
器楽表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的に器楽の学習活動に
取り組もうとしている。

・指導事項
クラシックギターの旋律演奏、ア
ルペジオを含めたコード演奏、
ベースの演奏に取り組む。

・教材
Let's Play the Guitar1・２
作成プリント

・一人１台端末の活用
教科書にあるQRコード等を利用し
て各自より良い奏法を学習する。

〇

３

学

期

A単元　歌唱
【知識及び技能】言葉の特性と曲
種に応じた発声との関りについて
理解している。創意工夫を生かし
た歌唱表現をするために必要な、
曲jにふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素や要素同
士の働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したことの関りにつ
いて考え、自己のイメージを持っ
て歌唱表現している。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的に歌唱の学習活動に
取り組もうとしている。

・指導事項
　日本語のイントネーションとメ
ロディーについて山田耕筰の「こ
の道」を用いて学習する。

・教材　「この道」他
　　「ぼくはぼく」

〇

A単元　器楽
【知識及び技能】曲想と楽器の音
色や奏法との関わりについて理解
している。創意工夫を生かした器
楽表現をするために必要な、他者
との調和を意識して演奏する技術
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】音
楽を形づくっている要素や要素通
しの関連を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと
の関りについて考え、自己のイ
メージを持って器楽表現を創意工
夫している。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的にきがくの学習活動
に取り組もうとしている。

・指導事項
ギター・キーボードを用いて少人
数で編成したアンサンブルを練習
発表する。必要に応じて編曲、創
作にも挑戦する。
・教材
「Jupiter」「タイタニック」等
・一人１台端末の活用　自分たち
の演奏を録音し演奏の向上に役立
てる。

〇 〇

B単元　鑑賞
【知識及び技能】曲想や表現上の
効果と音楽の構造との関わりにつ
いて理解を深めている
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素
通しの関連を知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したこと
と感受したことの関りについて考
えると共に、曲や演奏に対する評
価とその根拠について考え、音楽
の良さや美しさを自ら味わって聴
いている。
【学びに向かう力、人間性等】主
体的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

・指導事項
音楽を形づくっている要素と表現
上の効果について考える。

・教材　「動物の謝肉祭」

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑

賞

A 単元　歌唱
【知識及び技能】創意工夫を生かした歌唱表
現、発声を行うために必要な発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に付けてい
る・
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫を生かした歌唱表現を行うために歌
唱表現・発声に関わる知識を得たり生かした
りしながら、自己のイメージをもって歌唱表
現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】主体的、協働
的に歌唱の学習活動に取り組もうとしてい
る。

B 単元
【知識及び技能】創意工夫を生かした創作表
現を行うために必要な、音楽を形づくってい
る要素（リズム、強弱）の働きを理解し音楽
を形づくっている要素を変化させ創作を行
う。
　【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素（リズム、強弱）
や要素同士の関連を知覚しながら、知覚した
ことと感受したことの関わりについて考え、
自己のイメージをもって創作表現を創意工夫
している。
【学びに向かう力、人間性等】主体的に創作
の活動に取り組もうとしている。

C 単元　器楽
【知識及び技能】曲想と手拍子や足踏みによ
る音色や奏法との関わりについて理解し、他
者との調和意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】音楽を形づ
くっている要素（リズム、強弱）や要素同士
の関連を知覚しmそれらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したことの「かかわ
りについて考え、自己のイメージをもってボ
ディパーカッションのひょうげんを創意工夫
している。
【学びに向かう力、人間性等】主体的、協働
的にボディーパーカッションの学習活動に取
り組む。

〇

〇 〇 〇 4

〇 〇 〇 10

〇

〇 8〇 〇

〇 〇 〇 14



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深める
・創造的な美術の表現をするために必要な技能
を身につけ，意図に応じて表現方法を創意工夫
し，表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な
工夫，美術の働きなどについて考えるととも
に，主題を生成し発想や構想を練ったり，美術
や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりし
ている。

美術Ⅰ

芸術

自ら主題を生成し，用具の特性を生かして制作する

作品や作品制作から造形的なよさや美しさを感じ取り，作品がもつ主題について考え自分の言葉で表す

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

１
学
期

A 単元「身近なものを描こう」
【知識及び技能】
　身近なものを描くことに関心を
もち，身近なものを見つめ感じ
取った特徴や，ものに対する自分
の思いなどから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
主題と共に，形や色，用具の使い
方などの構想を練る
【学びに向かう力、人間性等】
完成作品を鑑賞し合い，意図や工
夫を感じ取る

・幾何学形態石膏による基礎練習
・具体的な用具の使用方法
・4B～2H鉛筆
・八つ切りⅯ画用紙
・練りゴム
・カッターナイフ
・一人１台端末の活用　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識及び技能】
デッサンの工程を理解している
形や色，質感に応じた使用画材や表現で描い
ている
【思考力、判断力、表現力】
身近なものを見つめ、そこから主題を生成
し，自ら材料や用具の特性などについて考え
ている
【主体的に学びに向かう態度】
主体的に身近なものを見つめ，感じ取ったも
の特徴やものに対する自分の思いなどをもと
ににした表現の創造活動に取り組もうとして
いる

○ ○ ○

〇 〇 5〇

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，量感や質感，動勢などの造形的な特徴な
どをもとに，生命感をあらわした身近な人や
動物の彫刻を，全体のイメージや作風などで
捉えることを理解している。
【思考・判断・表現】
人や動物など見つめて感じ取った生命感など
から主題を生成し，材料の特性を生かし，質
感や量感，動勢などについて考え，創造的な
表現の構想を練っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に人や動物などを見つめ，感じ取った
生命感をもとにした表現の創造活動に取り組
もうとしている。

〇

合
計

23

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，光や陰影，奥行きなどの造形的な特徴な
どをもとに，風景や風景を描いた作品を，全
体のイメージや作風などで捉えることを理解
している。
【思考・判断・表現】
心惹かれる風景を見つめ感じ取ったことや，
その風景に対する自分の思いなどから主題を
生成し，形や色，光や陰影，構図や奥行きな
どにについて考え，創造的な表現の構想を
練っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に心惹かれる風景を見つめ，感じ取っ
た特徴や風景に対する自分の思いなどととも
にした表現の創造活動に取り組もうとした

〇 〇 〇 10

8

教授内容を理解し，各自の作品に落とし込む

美術Ⅰ芸術

２
学
期

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすこと
に関心をもち，風景から感じ取っ
たことや，自分の思いなどから主
題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工
夫して制作する
【学びに向かう力、人間性等】
完成作品を鑑賞し合い，意図や工
夫を感じ取る。

・エスキースに重きを置き制作の
見通しを立てる
・混色ブックなど用意し表現の幅
を自ら広げられるようにする
・ワークシートなど多用し主題を
見つけやすくなるようサポートす
る
・教材
　アクリル絵具，Ｆ８キャンバ
ス，筆
・一人１台端末の活用　等

〇

３
学
期

A 単元「生命感を表す」
【知識及び技能】
　生命感をあらわした作品に関心
をもち，身近な人や動物などから
感じ取った生命感から主題亜を生
成する。
【思考力、判断力、表現力等】
材料や用具の特性を生かして制作
する
【学びに向かう力、人間性等】
完成作品を鑑賞し合い、意図や工
夫を感じ取る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：2

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

○ 〇 〇 〇 〇 4

○ 〇 〇 〇 〇 2

○ ○ 〇 〇 〇 4

○ ○ 〇 〇 〇 2

○ 〇 〇 〇 2

○ ○ 〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 〇 2

○ 〇 〇 〇 4

○ 〇 〇 〇 〇 4

○ 〇 〇 〇 〇 4

○ ○ 〇 〇 〇 4

○ 〇 〇 〇 〇 6

○ ○ 〇 〇 〇 4

#

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ

光村図書　書Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に
付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造してい
く態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

「雁塔聖教序」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について工夫する。
古典の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①「雁塔聖教序」が作られた経緯
や書風、内容と大意、褚遂良の人
物像を理解する。

②「雁塔聖教序」を鑑賞し、行書
的な用筆による変化に富んだ点画
や、横画の強調がもたらす動きの
ある書風を感じ取る。

③横画を繰り返し書き、蔵鋒や抑
揚を利かせた用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】

「顔氏家廟碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について工夫する。
古典の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①「顔氏家廟碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意を理解する。

②「顔氏家廟碑」を鑑賞し、肉太
の点画や向勢の構えがもたらす力
感あふれる書風を感じ取る。

③顔真卿の人物像や歴史における
位置付けを理解する。

④蚕頭燕尾、正方形のフォルムで
明朝体活字のデザインにも影響を
与えていることを知る。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

唐の四大家まとめ

【知識及び技能】
初唐の三大家と太宗皇帝の関係について理
解する。唐の四大家の人柄や政治的立場な
ど、その人物像を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
四大家それぞれの書風に即した用筆・運
筆・字形について構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①初唐の三大家と太宗皇帝の関係
について理解する。

②唐の四大家の人柄や政治的立場
など、その人物像を理解する。

③四大家それぞれの書風に即した
用筆・運筆・字形について構想し
工夫する。

④半紙に対して名前もふくめて四
文字を適切な大きさと配置で書
く。

⑤表装機を使って半紙作品の裏打
ちをする。

⑥拓本の採り方を知る。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。
拓本での手本の見方、注意点やその価値を理
解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】

○

〇

〇

「孔子廟堂碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について工夫する。
古典の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①「孔子廟堂碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意、虞世南の人
物像を理解する。

②「孔子廟堂碑」を鑑賞し、伸び
やかな点画や向勢で丸みのある字
形がもたらす柔和な書風を感じ取
る。

③横画や転折、右払いなど、特徴
的な点画を繰り返し書き、ゆった
りとした運筆やリズムを習得す
る。

「九成宮醴泉銘」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について工夫する。
古典の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①「九成宮醴泉銘」が作られた経
緯や書風、内容と大意、欧陽詢の
人物像を理解する。

②「九成宮醴泉銘」を鑑賞し、直
線的で鋭い点画や背勢がもたらす
厳格な書風を感じ取る。

③横画や転折など、特徴的な点画
を繰り返し書き、鋭く打ち直すよ
うな転折の用筆を習得する。

 書写から書道へ

【知識及び技能】
小・中学校国語科書写と高等学校芸術科書
道の学習の違いを確認する

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高め、書に対
する感性を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

①「風花」の文字の違いについて
何が違うか確認する。

②教科書P126「書写で学習したこ
と」を参照し、筆使い、字形、大
きさと配列など小・中学校の国語
科書写で学習した内容を確認する

③硬筆で主に字形、毛筆で筆使い
を確認する。

・教材　書道用具一式・教科書
（以後、毎回持参、使用する）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

創作「夏をあらわす言葉」

【知識及び技能】
　四大家それぞれの特徴をいかした創作作
品を書く。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・線質・字
形を生かし、言葉に合った表現と構成を考
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①歳時記「夏」より言葉を選び、
文字の向きや余白を考え、構成に
工夫をして書く。

②創作の場合の名前の書き方を知
り、本文に合った配置と大きさを
考える。

【知識および技能】
四大家それぞれの古典の特徴をいかした表現
を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・線質・字形
を生かし、言葉に合った表現と構成の工夫を
している。

【学びに向かう力、人間性】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

「行書」文字の造形を学ぶ

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を
再確認し、行書を楷書と比較して、点画の
丸み、連続、省略などの特徴を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。また全体の構成について構想
し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

行書を書く
中学校書写での手本を使って行書
の特徴をおさらいしながら書く。

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認し、行書を楷書と比較して、点画の丸
み、連続、省略などの特徴を理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付ける。また全体の構成について構想し工夫
している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「行書」文字の造形を学ぶ
王羲之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。また全体の構成について構想
し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を

①王羲之「蘭亭序」を鑑賞し、抑
揚を利かせた用筆や、筆脈により
自在に変化する文字の姿を感じ取
る。

②書道史における書聖・王羲之と
「蘭亭序」の価値を理解し、その
書風や内容を理解する。

③鑑蔵印の用途と「蘭亭序」の押
された印の由来を理解する。

④筆脈と抑揚を意識して臨書す
る。

⑤臨書作品を鑑賞し、自己評価と
他者評価をする。

【知識及び技能】
・行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。またそれらについて構想し工
夫している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

空海「風信帖」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫
する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①空海の人物像や書道史における
位置づけについて理解する。

②「風信帖」が書かれた経緯や書
風、文章の内容と大意を理解す
る。

③重厚感のある用筆、安定した字
形など確認する。

④鑑賞・臨書を通して用筆や字形
などの特色を理解する。

⑤「蘭亭序」と比較して共通点な
どを見つけ、空海が王羲之の影響
を受けたことを理解する。

【知識及び技能】
行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関わ
りについて理解している。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

草書「真草千字文」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
草書の古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解する。
草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫
する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を

①草書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「真草千字文」が作られた経緯
や書風について理解する。

③「真草千字文」を鑑賞・臨書
し、草書の特徴である点画の連続
や省略、柔らかく丸みのある用筆
などを理解する。

【知識及び技能】
・草書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

 隷書「曹全碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解する。
隷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
隷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫
する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を

①隷書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「曹全碑」が作られた経緯や書
風について理解する。

③「曹全碑」を鑑賞・臨書し、八
分隷特有の扁平な字形、蔵鋒、中
鋒などの用筆、また、波磔、転
折、右払い、左払いなどの形と用
筆を理解する。

【知識及び技能】
隷書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

 篆書「泰山刻石」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解する。
篆書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫
する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を

①篆書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「泰山刻石」が作られた経緯や
書風について理解する。

③「泰山刻石」を鑑賞・臨書し、
小篆特有の縦長で左右対称の構え
や水平・垂直を基本とする点画構
成、均一扁平な線の太さ、蔵鋒、
中鋒などの用筆を理解する。

【知識及び技能】
篆書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

創作「大字」

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わり、
書体や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫
する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

「今年の自分をあらわす漢字」

①書く漢字を決め、五体字類を
使って字調べをする。

②自分の表現したい字体、構成を
考え作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書
体や書風と用筆・運筆との関わりについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「高野切第三種」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成
立、書の伝統的な鑑賞の方法や形態につい
て理解する。技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

①「高野切」の伝来と意味、和歌
の内容と大意、書風や料紙につい
て理解する。

②臨書する部分を観察し、連綿や
筆脈の流れ、墨継ぎの場所を確認
する。

③適切な墨の濃さ・量・字の大き
さに留意し、伸びやかな仮名の美
しさを表現する。

④仮名半紙で練習し、料紙(短冊も
しくは半懐紙)に清書する。

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうといている。

漢字仮名交じりの書

【知識及び技能】
　目的や用途の即した表現、漢字と仮名の
調和した線質による表現の技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字の大き
さ、全体の構成の即した表現形式、意図に
基づいた表現について構成し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

好きな言葉を書く

①書く言葉を決め、表現のイメー
ジを明確にもつ。

②書体・書風、紙面構成などの観
点で作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

④生徒同士で作品を鑑賞し合い、
学習の成果を交流する。

【知識・技能】
線質、字形、構成などの要素と表現効果や風
趣との関わり、漢字仮名交じりについて理解
している。目的や用途の即した表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字の大きさ、
全体の構成の即した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現と
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

合計

１

学

期

２

学

期

３

学

期

○

○

○

〇

鑑

賞

○

○

〇

〇

思

○

〇

〇

〇

【知識及び技能】
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校国語科書写で学習した内容を理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広
く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書
の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的
な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づい
て構想し表現を工夫したり、作品や書の伝
統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい捉えたりすることができるようにす
る。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯
にわたり書を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、書の伝統と文化に親し
み、書を通して心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

仮名の書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成
立、書の伝統的な鑑賞の方法や形態につい
て理解する。技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考え、書の
良さや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を
愛好する心情を養う。

●仮名の成立と種類

①漢字の伝来から仮名の成立に至
る過程で発生した仮名の種類を理
解する。

②現在使われている一字一音のひ
らがなに統一された経緯を知り、
ひらがなと変体仮名の違いを理解
する。

③片仮名の成立と字源について理
解する。

●仮名の筆使い

①小筆の持ち方、扱いかたを知
り、仮名の基本的な用筆・運筆を
理解する。

●平仮名と変体仮名

①「いろは」歌を使って字母を知
り、正確に字形を捉える。

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

態

○

〇

〇

〇

配

当

時

数

4

4

4

4

知



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

5

1

5

6

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して，自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとする態度を
養う。

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

5

【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法）
の意味や用法，感謝する表現を理解している。不定
詞の意味上の主語，SVO + to不定詞・原形不定詞の
用法，謝罪する表現を理解している。様々な不定詞
や不定詞を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

思

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用法，相手
の発話に応答する表現を理解している。単文・重
文・複文の構造や意味や用法，理由を述べる表現を
理解している。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝える技能、書く技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えている。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えようとしている。情報や考え，気持ちなど
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしてい
る。

【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する表現を理
解している。複雑な文型や動詞の意味や用法，聞き
直す表現を理解している。情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合っている。情報や考え，気持ちなどを整
理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合おうとしている。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

【知識及び技能】
現在のことや過去のことを表す時制の意味や用法，
激励や励ます表現を理解している。未来のことを表
す時制の意味や用法，計画したり，予定したりする
表現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えている。情
報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を
用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えようとして
いる。情報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語
句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止など）の意
味や用法，許可を求めたり，依頼する表現を理解し
ている。助動詞（義務・助言／推量／命令・忠告／
意志・拒絶／過去の習慣・状態など）の意味や用
法，義務や必要を表す表現を理解している。助動詞
（過去のことに対する推量や義務<助動詞+have+過
去分詞>／wouldを含む慣用表現）の意味や用法，回
想する・自省する表現を理解している。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合う技能、書く技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合っている。情報や考えを整理し，簡単な語
句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。情報や考えを整理し，簡
単な語句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分詞/過去
分詞）の意味や用法，描写する表現を理解してい
る。分詞（分詞構文の働き／慣用的な分詞構文，付
帯状況を表す<with+名詞+現在分詞/過去分詞>）の
意味や用法，判断の根拠を述べる表現を理解してい
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝える技能を身に付けている。情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細・具体例とともに話して伝
える技能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，that）の意味
や用法，定義する表現を理解している。関係代名詞
の意味や様々な用法，言い換える表現を理解してい
る。関係副詞や複合関係詞の意味や用法，経緯を説
明する表現を理解している。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

1

5

6

6

○ ○

○

【知識及び技能】
現在完了形や現在完了進行形の意味や用法，経験を
尋ねる表現を理解している。過去完了形や過去完了
進行形，未来完了形の意味や用法，初めての経験を
述べる表現を理解している。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考えを整
理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

○

○

○

【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表現を理解
している。比較表現を使った慣用表現や最上級を
使った比較表現などの意味や用法，称賛する表現を
理解している。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、書く技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○

【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用法，原
因・影響を表す表現を理解している。SVOO，SVOCの
受動態，sayを使った受動態，群動詞の受動態やby
以外が使われる受動態の用法，喜び・驚きを表す表
現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細・具体例とともに話して伝え合う技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合っている。情報や考えを整理し，簡単な語
句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。情報や考えを整理し，簡
単な語句や文を用いて書こうとしている。

○

○

○

○

○ ○ ○

○○ ○

○

Lesson4
Have you ever tried it before?
【知識及び技能】
現在完了形や現在完了進行形の意味や用
法，経験を尋ねる表現を理解する。過去完
了形や過去完了進行形，未来完了形の意味
や用法，初めての経験を述べる表現を理解
する。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具
体例とともに話して伝え合う。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考えを整理し，簡単な語句や文を用い
て書こうとする。

話題 趣味・関心：趣味や関心のあること
について，その経験を尋ねたり，伝えたり
する表現を学ぶ。
文法 完了形：現在・過去・未来の完了形
の概念を理解し，それぞれの用法を区別す
る。また，共に使える語句を使って，適切
に文を作ったり，表現したりする。
機能 経験を尋ねる／初めての経験を述べ
る：今までの経験や初めての経験につい
て，様々な表現を用いて尋ねたり，伝えた
りする。
表現 話すこと[やり取り]：スポーツや音
楽の経験について伝え合う。書くこと：
行ったことのある場所や初めて何かを経験
した時のことについて書いて伝える。

○ ○ ○ ○

３

学

期

Lesson11
Which do you prefer, cheaper beans or
more expensive ones?
【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表
現を理解する。比較表現を使った慣用表現
や最上級を使った比較表現などの意味や用
法，称賛する表現を理解する。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 国際問題：フェアトレード（公正取
引）について話される会話から，物事を提
案したり，相手の発言を称賛する仕方を学
ぶ。
文法 比較：比較に関する様々な用法と表
現を理解し，物事の状態を分かりやすく説
明する。
機能 提案する／称賛する：提案する表現
や称賛する表現を学び，適切な提案と受け
答えをする。
表現 話すこと[やり取り]：気候変動対策
について自分の考えを伝え合う。書くこ
と：本と映画のどちらに興味があるか，ま
た最も幸せなときについて書いて伝える。

○ ○ ○

Lesson7
I’m happy to have you with us.
【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞
的用法）の意味や用法，感謝する表現を理
解している。不定詞の意味上の主語，SVO +
to不定詞・原形不定詞の用法，謝罪する表
現を理解している。様々な不定詞や不定詞
を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合っている。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとしてい
る。情報や考え，気持ちを整理し，簡単な
語句や文を用いて書こうとする。

題 交流・交際：誕生日会を舞台に繰り広
げられる友だち同士の自然な会話のやり取
りから，感情を表す様々な表現を学ぶ。
文法 不定詞：様々な不定詞の用法を学
び，詳細な情報を伝える。
機能 感謝する／謝罪する／弁解する：感
謝・謝罪・弁解する際に頻繁に使用される
表現を学び，会話の相手に感情を適切に伝
える。
表現 話すこと[やり取り]：受け取った贈
り物について詳細に伝え合う。書くこと：
自分の夢，高校生が日常生活で行うべき大
切なこと，日常生活でしないように気を付
けていることについて書く。

○ ○ ○

２

学

期

Lesson6
Did you hear about the new shop?
【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用
法，原因・影響を表す表現を理解する。
SVOO，SVOCの受動態，sayを使った受動態，
群動詞の受動態やby以外が使われる受動態
の用法，喜び・驚きを表す表現を理解す
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う。情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとする。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こう
とする。

話題 日常生活：日常生活で発話される生
徒同士の自然な会話の流れや自分の感情や
物事を表す表現を学ぶ。
文法 受動態：受動態を用いた様々な文の
構造や意味を理解し，必要に応じて使い分
け，適切に伝える。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表
す：様々な表現を用いて，原因や影響につ
いて表現する。また，喜びや驚きの感情を
表す。
表現 話すこと[やり取り]：最近買ったも
のについて伝える。書くこと：お薦めの小
説や最近驚いたことについて書く。

○ ○

話題 将来・進路：将来や進路について，
自分の考えや気持ちを伝えたり，相手に尋
ねたりする表現を学ぶ。
文法 助動詞：様々な助動詞の意味と用法
を理解し，適切に使い分けて表現する。
機能 許可を求める・依頼する／義務・必
要を表す／回想する・自省する：会話の相
手に許可を求めたり，依頼する。また，義
務や必要性を伝えたり，過去の事柄を回想
したり，自省する。
表現 話すこと[やり取り]：将来の夢につ
いて，伝え合う。書くこと：家のルールや
小学生の頃のこと，いつかしてみたいこと
について書く。

○ ○ ○

Lesson3
I’m planning a day trip this weekend.
【知識及び技能】
現在のことや過去のことを表す時制の意味
や用法，激励や励ます表現を理解する。未
来のことを表す時制の意味や用法，計画し
たり，予定したりする表現を理解する。情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体
例とともに話して伝える技能、書く技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝える。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝えようとする。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こ

話題 旅行・観光：旅行の計画や予定を尋
ねたり伝えたりする表現を学ぶ。
文法 時制：基本時制の構造と概念を理解
し，伝えたいことを適切な時制を用いて伝
える。
機能 激励する・励ます／計画する・予定
する：会話の相手を激励したり，励ました
りする。また，計画したり，予定している
ことを伝え合う。
表現 話すこと[発表]：過去に行った旅行
の経験について話す。書くこと：最近の休
日や予定していることについて書く。

定期考査

Lesson2
Do you want to join our show?
【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する
表現を理解する。複雑な文型や動詞の意味
や用法，聞き直す表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝え合う技能、書く技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合う。情報や考え，気持
ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合おうとする。情報や考
え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうとする。

話題 学校生活：学校の文化祭に参加する
留学生との会話を通して，学校生活で行わ
れる生徒同士のやり取りの表現を学ぶ。
文法 文型と動詞：5つの文型と＜There
+be動詞+主語＞の構文を理解し，文を組み
立てる。また，注意すべき自動詞と他動詞
を使い分ける。
機能 賛成・反対する／聞き直す：賛成・
反対の意思を示したり，聞き取れなかった
ことや理解できなかったことを聞き直した
りする。
表現 話すこと[やり取り]：文化祭に行く
予定について話し合う。
書くこと：普段の生活や自分の部屋にある
ものについて書いて説明する。

○ ○ ○

定期考査

外国語 論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson5
What do you want to do after school?
【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止な
ど）の意味や用法，許可を求めたり，依頼
する表現を理解する。助動詞（義務・助言
／推量／命令・忠告／意志・拒絶／過去の
習慣・状態など）の意味や用法，義務や必
要を表す表現を理解する。助動詞（過去の
ことに対する推量や義務<助動詞+have+過去
分詞>／wouldを含む慣用表現）の意味や用
法，回想する・自省する表現を理解する。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う。情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとする。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こう
とする。

領域

１

学

期

Lesson1
I want to introduce my new friend.
【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用
法，相手の発話に応答する表現を理解す
る。単文・重文・複文の構造や意味や用
法，理由を述べる表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝える技能、書く技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝える。情報や考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いて書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝えようとしている。情報や
考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 紹介：初対面で行われる自然な会話
や学校の習慣を紹介する表現を学ぶ。
文法 文の種類：様々な疑問文や命令文，
感嘆文を適切に作り，それに応答する。ま
た，単文，重文，複文の構成を理解し，ま
とまりのある文で表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の発
話に適切な応答をする。また，多様な表現
を用い理由を述べる。
表現 話すこと[発表]：自分やパートナー
のクラブ活動を紹介する。書くこと：学校
のルールや好きな科目について書いて伝え
る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割など
を理解できるようにする。
外国語の技能（話すこと、書くこと）につい
て，実際のコミュニケーションにおいて活用
できる知識・技能を身に付けるようにする。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会
的な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりする
ことができる力を養う。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりし
て表現できる力を養う。

知

【学びに向かう力、人間性等】

2

Vision Quest English Logic and ExpressionⅠ Standard

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外
国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを
活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

論理・表現Ⅰ

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語

配

当

時

数

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

1

Lesson8
What sport do you like playing?
【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・
受動態）の意味や様々な用法，誘う・申し
出る表現を理解する。動名詞（動名詞が表
す＜時＞／動名詞・不定詞を目的語とする
動詞）の意味や様用法，推薦する表現を理
解する。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細とともに話して伝え合う技能を身に付
ける。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 スポーツ・健康：所属するスポーツ
チームについて話す会話からチームに誘っ
たり，見学を勧めたりする表現を学ぶ。
文法 動名詞：動名詞の様々な用法を学
び，動名詞句を用いた多様な文で伝える。
機能 誘う・申し出る／推薦する：相手を
誘ったり，申し出たりする表現や相手に物
事を適切に推薦する表現を学ぶ。
表現 話すこと[発表]：スポーツをするこ
との利点について話して伝える。書くこ
と：得意なスポーツや活動，楽しみにして
いることについて書いて伝える。 ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・受動態）
の意味や様々な用法，誘う・申し出る表現を理解し
ている。動名詞（動名詞が表す＜時＞／動名詞・不
定詞を目的語とする動詞）の意味や様用法，推薦す
る表現を理解している。情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細とともに話して伝え合う技能を身に付け
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○

Lesson9
Digital media has come a long way.
【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分
詞/過去分詞）の意味や用法，描写する表現
を理解している。分詞（分詞構文の働き／
慣用的な分詞構文，付帯状況を表す<with+
名詞+現在分詞/過去分詞>）の意味や用法，
判断の根拠を述べる表現を理解している。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝える技能を身に付けている。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える技能、書く技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えている。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとしている。
情報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句
や文を用いて書こうとする。

話題 メディア・コミュニケーション：留
学生とのやり取りから，メディアを通じた
コミュニケーションについて意見を述べた
り，情報を加えて詳しく説明する会話を学
ぶ。
文法 分詞：名詞を修飾する分詞の用法や
補語になる用法，また分詞構文や付帯状況
を表す分詞を用いて表現する。
機能 描写する／判断の根拠を述べる：人
や物事について情報を加えて詳しく説明す
る。また，判断の根拠を示す表現を使用し
て論理的に伝える。
表現 話すこと[発表]：自分自身や自身の
性格について話して伝える。書くこと：家
族や友だちと撮った写真や日本人の一般的
な特徴について書いて伝える。

○

○

○ 5

○ ○ 6

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

Lesson10
That’s why I decided to go back.
【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，
that）の意味や用法，定義する表現を理解
する。関係代名詞の意味や様々な用法，言
い換える表現を理解する。関係副詞や複合
関係詞の意味や用法，経緯を説明する表現
を理解する。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える。情報や考え，
気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとする。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうする。

話題 文化・異文化理解：日本や他国の文
化や習わしについて話されるやり取りか
ら，日本特有の言葉や文化，また異文化に
ついて紹介したり，その違いについて述べ
る表現を学ぶ。
文法 関係詞：関係詞を用いて複文を作
り，語句を限定したり補足説明を加えたり
する。また，複合関係詞を用いて譲歩の意
味を表す。
機能 定義する／言い換える／経緯を説明
する：人や物事，経緯を詳細に説明した
り，言い換えや要約をしたりする。
表現 話すこと[発表]：日本の文化や遊
び，人物について話す。書くこと：家族や
友だちの紹介や今あなたに必要なもの，ど
んな国［市，町］に住みたいかについて書
く。

○

○

○

○ 1

6

合計

70

定期考査
○ ○ ○

Lesson12
I think it’s a good idea.
【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のこと
を表す仮定法の意味や用法，助言を求め
る，助言する表現を理解する。wishやas if
を使った仮定法や仮定法を使った様々な表
現の意味や用法，願望を表す表現を理解す
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝える技能、書
く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える。情報や考え，
気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとする。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうとする。

話題 社会問題：日本の社会問題について
話されるやり取りから，自分の意見や考え
を伝えたり，相手の助言を求めたりする表
現を学ぶ。
文法 仮定法：仮定法を用いて，事実と違
うことや実際には起こりえないことを述べ
る。
機能 助言を求める・助言する／願望を表
す：助言や願望を表す様々な表現を学び，
相手や自分の立場に応じた適切な助言を求
めたり，伝えたりする。また，願望を表し
表現を使い自分の意志や要望を伝える。
表現 話すこと[発表]：日本の社会問題に
ついて，自分の意見を話して伝える。書く
こと：タイムマシンがあったら過去と未来
のどちらに行きたいか，また自分や家族に
望むことについて書いて伝える。

○ ○

【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のことを表す仮
定法の意味や用法，助言を求める，助言する表現を
理解している。wishやas ifを使った仮定法や仮定
法を使った様々な表現の意味や用法，願望を表す表
現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細・具体例とともに話して伝える技能、書く技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （　LANDMARK  English Communication I　（株）新興出版社啓林館　）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

【 知　識　及　び　技　能 】

英語の特徴やきまりに関する事項を理解して、目的や場面，状況などに応じて話されたり書かれた文等を、聞
いたり読んだりして，その内容を捉える技能を身に付けるようにする。更には、日常的な話題や社会的な話題
について，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して伝え合ったり、話して伝える技能を身に付け，情報
や考え，気持ちなどを，論理性に注意して書いて伝える技能を身に付けるようにする。

外国語

13

13

1

13

評価規準

Lesson 1
Enjoy Your Journey!
【知識及び技能】
高校生活における目標についての会話を
聞いて，必要な情報を聞き取り理解す
る。高校生活における目標についての文
章を通して不定詞，動名詞の意味や構造
を理解する。また文章の要点を捉えてい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生活における目標についての英文を
読み，読んだことを基に自分の目標につ
いて伝え合うやり取りを続ける。コン
クールの申込書の英文を読み，読んだこ
とを基にしながら自分が挑戦したいこと
について話して伝えているか。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の高校生活における目標について，
自分の考えを書いて伝えているか。

Lesson 2
Curry Travels around the World
【知識及び技能】
カレーについての説明や会話を聞き，必
要な情報を聞き取り，要点を捉える。カ
レーについての文章を通して分詞の後置
修飾，現在完了形の意味や構造を理解す
る。またカレーの歴史や発展についてな
ど，文章の要点を捉える。
　【思考力、判断力、表現力等】
カレー料理の好みについて，自分の考え
を伝え合うやり取りを続ける。自分のカ
レー料理の好みについて，話して伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の好きな食べ物の食材や調理方法等
の情報について，書いて伝える。

Lesson 3
School Uniforms
【知識及び技能】
学校の制服についての会話を聞き，必要
な情報を聞き取り，要点を捉える。学校
の制服についての文章を通して受動態の
意味や構造を理解する。また制服につい
てのさまざまな意見の要点を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の制服着用について賛成か反対か，
自分の意見を伝え合うやり取りを続け
る。
学校の制服着用について，自分の考えを
話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学校を紹介するために学期や学校
行事等の情報について，書いて伝える。

【聞くこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，話し手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を聞こうとしているか。
【読むこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，書き手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を読もうとしているか。
【話すこと[やり取り]】外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，聞き手・話し手に配慮しな
がら，主体的・自律的に英語を用いて伝え合おう
としているか。
【話すこと[発表]】外国語の背景にある文化に対
する理解を深め，聞き手に配慮しながら，主体
的・自律的に英語を用いて話そうとしているか。
【書くこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，読み手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を用いて書こうとしているか。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

○

○

○

○

○

13

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

13

13

英語コミュニケーションⅠ

○

○

○ ○

Lesson 5
Bailey the Facility Dog
【知識及び技能】
身近な動物についての会話から必要な情
報を聞き取り，話の要点を捉える。
ファシリティドッグについての文章を通
して過去完了形，不定詞と原形不定詞，
不定詞の意味上の主語の意味や構造を理
解する。またファシリティドッグについ
て必要な情報を読み取り，要点を把握す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ペットを飼うことについて，自分の考え
を伝え合うやり取りを続ける。
高校生活で行うべき重要なことについ
て，自分の考えや気持ちなどを話して伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が住む街の病院にファシリティドッ
グ導入の提案するために，導入の利点や
自分の考えを書いて伝える。

Lesson 6
Communication without Words
【知識及び技能】
非言語コミュニケーションについての会
話から必要な情報を聞き取り，要点を把
握する。
非言語コュニケーションについての文書
を通して対比や難易，繰り返しを避ける
表現や，分詞構文の意味や構造を理解す
る。また非言語コミュニケーションにつ
いて必要な情報を読み取り，概要を把握
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常で使用するジェスチャーと使用する
理由について，自分の考えを伝え合うや
り取りを続ける。
普段身につけるものの色とその色が与え
る影響について，話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
色が人に与える影響についての情報を読
んだ後に，その情報を活用しながら，T
シャツに使用する色についての提案を書
いて伝える。

思

○

○

○

○ ○

Lesson 4
Eco-Tour on Yakushima
【知識及び技能】
世界遺産についての会話から必要な情報
を聞き取り，要点を捉える.
屋久島についての文章を通して受動態や
関係副詞の意味や構造を理解する。また
屋久島のエコツアーや環境保全につい
て，要点を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が訪ねてみたい世界遺産について，
自分の考えを伝え合うやり取りを続け
る。
リーフレットから必要な情報を理解し
て，自分が参加したいエコツアーについ
て話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
外国人観光客におすすめの日本の世界遺
産を紹介するために必要な情報を，書い
て伝える。

態

○

○ ○

○

知

【学びに向かう力、人間性等】

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概要，要
点を捉えてたり、必要な情報を読み取り，書き手の意図や概要，要点を捉えたり、話して伝え合うやり取りを
続けたり，論理性に注意して話して伝え合ったり、書けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，話し手・読み手・聞き手・書き手に配慮しながら，主体的・自
律的に英語で話された事を聞いたり、書かれた事を読んだり、更には、英語を用いて話そうとしたり書いたり
する事が出来るようにする。

英語コミュニケーションⅠ

○

○

○

○

定期考査 ○ ○

Lesson 6
Communication without Words
【知識及び技能】
非言語コミュニケーションについ
ての会話から必要な情報を聞き取
り，要点を把握する。
非言語コュニケーションについて
の文書を通して対比や難易，繰り
返しを避ける表現や，分詞構文の
意味や構造を理解する。また非言
語コミュニケーションについて必
要な情報を読み取り，概要を把握
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常で使用するジェスチャーと使
用する理由について，自分の考え
を伝え合うやり取りを続ける。
普段身につけるものの色とその色
が与える影響について，話して伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
色が人に与える影響についての情
報を読んだ後に，その情報を活用
しながら，Tシャツに使用する色に
ついての提案を書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

○

○ ○

○

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

Lesson 3
School Uniforms
【知識及び技能】
学校の制服についての会話を聞
き，必要な情報を聞き取り，要点
を捉える。学校の制服についての
文章を通して受動態の意味や構造
を理解する。また制服についての
さまざまな意見の要点を把握す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の制服着用について賛成か反
対か，自分の意見を伝え合うやり
取りを続ける。
学校の制服着用について，自分の
考えを話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学校を紹介するために学期
や学校行事等の情報について，書
いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

Lesson 4
Eco-Tour on Yakushima
【知識及び技能】
世界遺産についての会話から必要
な情報を聞き取り，要点を捉える.
屋久島についての文章を通して受
動態や関係副詞の意味や構造を理
解する。また屋久島のエコツアー
や環境保全について，要点を把握
する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が訪ねてみたい世界遺産につ
いて，自分の考えを伝え合うやり
取りを続ける。
リーフレットから必要な情報を理
解して，自分が参加したいエコツ
アーについて話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
外国人観光客におすすめの日本の
世界遺産を紹介するために必要な
情報を，書いて伝える。

Lesson 1
Enjoy Your Journey!
【知識及び技能】
高校生活における目標についての
会話を聞いて，必要な情報を聞き
取り理解する。高校生活における
目標についての文章を通して不定
詞，動名詞の意味や構造を理解す
る。また文章の要点を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生活における目標についての
英文を読み，読んだことを基に自
分の目標について伝え合うやり取
りを続ける。コンクールの申込書
の英文を読み，読んだことを基に
しながら自分が挑戦したいことに
ついて話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の高校生活における目標につ
いて，自分の考えを書いて伝え
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【聞くこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、目的や場面，状況などに応じて話され
た文等を、聞いて，その内容を捉える技能を身に
付けているか。
【読むこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、目的や場面，状況などに応じて話され
た文等を、読んで，その内容を捉える技能を身に
付けているか。
【話すこと[やり取り]】英語の特徴やきまりに関
する事項を理解して、日常的な話題や社会的な話
題について，情報や考え，気持ちなどを，論理性
に注意して伝え合う技能を身に付けているか。
【話すこと[発表]】英語の特徴やきまりに関する
事項を理解して、日常的な話題や社会的な話題に
ついて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注
意して話して伝える技能を身に付けているか。
【書くこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、日常的な話題や社会的な話題につい
て，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意し
て書いて伝える技能を身に付けているか。

【聞くこと】コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取
り，話し手の意図や概要，要点を捉えている
か。
【読むこと】コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えている
か。
【話すこと[やり取り]】コミュニケーションを
行う目的や場面，状況などに応じて，話して伝
え合うやり取りを続けたり，論理性に注意して
話して伝え合っっているか。

Lesson 2
Curry Travels around the World
【知識及び技能】
カレーについての説明や会話を聞
き，必要な情報を聞き取り，要点
を捉える。カレーについての文章
を通して分詞の後置修飾，現在完
了形の意味や構造を理解する。ま
たカレーの歴史や発展についてな
ど，文章の要点を捉える。
　【思考力、判断力、表現力等】
カレー料理の好みについて，自分
の考えを伝え合うやり取りを続け
る。自分のカレー料理の好みにつ
いて，話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の好きな食べ物の食材や調理
方法等の情報について，書いて伝
える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

外国語

２

学

期

Lesson 7
Dear World: Bana’s War
【知識及び技能】
情報の入手方法についての会話か
ら必要な情報を聞き取り，それぞ
れの話し手の意図を把握する。
バナの平和への思いや，SNSを用い
た活動についての文章を通して，
関係代名詞の非限定用法，関係副
詞の非限定用法の意味や構造を理
解する。また文章を読み，バナの
話について概要を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の入手手段としてインター
ネットを使うことについて賛成か
反対か，自分の意見を伝え合うや
り取りを続ける。
バナを励ますためにどのような
メッセージを送るか，自分の考え
や気持ちを話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
社会問題を解決するためにどのよ
うにSNSを活用するか，自分の考え
を書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

Lesson 8
The Best Education to Everyone,
Everywhere
【知識及び技能】
将来の職業選択についての会話を
聞いて必要な情報を聞き取り，話
し手の意図を把握する。
職業選択や社会起業家についての
文章を読み，部分否定や知覚動詞
を使用した表現，目的を表す表現
の意味と構造を理解する。また文
章を読み，社会起業家について情
報を読み取り，要点を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
将来どのような社会問題を解決し
たいか，また自分のキャリアプラ
ンについて，自分の考えを相手に
伝え合うやり取りを続ける。
自分のキャリアプランについて，
自分の考えや気持ちを話して伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分のキャリアプランについて，
自分の考えや気持ちを書いて伝え
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

定期考査 ○ 1

配

当

時

数

○ 13

○ ○

Lesson 5
Bailey the Facility Dog
【知識及び技能】
身近な動物についての会話から必
要な情報を聞き取り，話の要点を
捉える。
ファシリティドッグについての文
章を通して過去完了形，不定詞と
原形不定詞，不定詞の意味上の主
語の意味や構造を理解する。また
ファシリティドッグについて必要
な情報を読み取り，要点を把握す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ペットを飼うことについて，自分
の考えを伝え合うやり取りを続け
る。
高校生活で行うべき重要なことに
ついて，自分の考えや気持ちなど
を話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が住む街の病院にファシリ
ティドッグ導入の提案するため

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 1

○

○

○

○ ○

Lesson 8
The Best Education to Everyone,
Everywhere
【知識及び技能】
将来の職業選択についての会話を聞いて
必要な情報を聞き取り，話し手の意図を
把握する。
職業選択や社会起業家についての文章を
読み，部分否定や知覚動詞を使用した表
現，目的を表す表現の意味と構造を理解
する。また文章を読み，社会起業家につ
いて情報を読み取り，要点を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
将来どのような社会問題を解決したい
か，また自分のキャリアプランについ
て，自分の考えを相手に伝え合うやり取
りを続ける。
自分のキャリアプランについて，自分の
考えや気持ちを話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分のキャリアプランについて，自分の
考えや気持ちを書いて伝える。

○ ○ ○ 13

○ ○ ○

Lesson 7
Dear World: Bana’s War
【知識及び技能】
情報の入手方法についての会話から必要
な情報を聞き取り，それぞれの話し手の
意図を把握する。
バナの平和への思いや，SNSを用いた活動
についての文章を通して，関係代名詞の
非限定用法，関係副詞の非限定用法の意
味や構造を理解する。また文章を読み，
バナの話について概要を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の入手手段としてインターネットを
使うことについて賛成か反対か，自分の
意見を伝え合うやり取りを続ける。
バナを励ますためにどのようなメッセー
ジを送るか，自分の考えや気持ちを話し
て伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
社会問題を解決するためにどのようにSNS
を活用するか，自分の考えを書いて伝え
る。

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ 1

Lesson 9
Space Elevator
【知識及び技能】
宇宙エレベーターで宇宙に行ける
としたらしてみたいことについて
話している会話から，必要な情報
を聞き取り，話し手の意図を把握
する。
宇宙エレベーターについての文章
を読み，仮定法過去や倍数表現の
意味や構造を理解する。また必要
な情報を読み取り，概要を把握す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
宇宙に関する自分の関心のある事
柄について，考えや気持ちを伝え
合うやり取りを続ける。
宇宙エレベーターで宇宙に行ける
としたらどんなことをしたいか，
考えを話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
JAXAにこれから取り組んで欲しい
宇宙探査についてのeメールを書い
て，自分の考えを書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

Lesson 9
Space Elevator
【知識及び技能】
宇宙エレベーターで宇宙に行けるとした
らしてみたいことについて話している会
話から，必要な情報を聞き取り，話し手
の意図を把握する。
宇宙エレベーターについての文章を読
み，仮定法過去や倍数表現の意味や構造
を理解する。また必要な情報を読み取
り，概要を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
宇宙に関する自分の関心のある事柄につ
いて，考えや気持ちを伝え合うやり取り
を続ける。
宇宙エレベーターで宇宙に行けるとした
らどんなことをしたいか，考えを話して
伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
JAXAにこれから取り組んで欲しい宇宙探
査についてのeメールを書いて，自分の考
えを書いて伝える。

○ ○ ○ 13

定期考査

３

学

期

○ 13

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

Lesson 10
Friendship over Time
【知識及び技能】
高校にやってくる留学生について
の会話を聞いて，必要な情報を聞
き取り，要点を把握する。
日本とトルコの友好関係について
の文章を読み，仮定法過去完了の
意味や構造を理解する。また必要
な情報を読み取り，話の概要を捉
える。
【思考力、判断力、表現力等】
外国に住む友人との交流につい
て，自分の考えを伝え合うやり取
りを続ける。
自分が住んでいる街を海外の姉妹
都市に住んでいる人たちに紹介す
るためのイベントを企画し，その
イベントについての情報を話して
伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
当時の大島の住人になったと仮定
して，自分だったらエルトゥール
ル号の乗組員のためにどのようこ
とをしたか，自分の考えを書いて

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

Lesson 10
Friendship over Time
【知識及び技能】
高校にやってくる留学生についての会話
を聞いて，必要な情報を聞き取り，要点
を把握する。
日本とトルコの友好関係についての文章
を読み，仮定法過去完了の意味や構造を
理解する。また必要な情報を読み取り，
話の概要を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
外国に住む友人との交流について，自分
の考えを伝え合うやり取りを続ける。
自分が住んでいる街を海外の姉妹都市に
住んでいる人たちに紹介するためのイベ
ントを企画し，そのイベントについての
情報を話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
当時の大島の住人になったと仮定して，
自分だったらエルトゥールル号の乗組員
のためにどのようことをしたか，自分の
考えを書いて伝える。

○


